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1.  はじめに 

このたびは「WRBI 設定ツール(WRS-BST)」をご利用いただきありがとうございます。  

「WRBI 設定ツール(WRS-BST)」 (以下、本ソフトウェア )は、弊社 WRBI シリーズの設定、および機器メン

テナンスを行うためのソフトウェアです。 

 

本取扱説明書は、本ソフトウェアを使用していただくための環境、起動および操作方法を記述したもの

です。 

本ソフトウェアを正しく末永くご使用いただくために、ご使用前に必ずお読みください。  

 

 

 

 

 

  

注意 
1) 本体側のシステムの誤動作、計測タイミングのずれ等により、計測データは実際の値と異なる場合がありま

す。表示データは保証いたしかねます。 

2) 本ソフトウェアは、課金目的には利用できません。 

3) 本ソフトウェアは弊社製品(後述)専用のソフトウェアです。その他の製品のデータは扱えませんのでご了承く

ださい。 
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2.  特長 

 特長の概要 

本ソフトウェアには下記の特長があります。 

 

(1) 設定不要な接続方式 

専用ケーブルを用いた接続により機器本体の通信設定を行わず接続ができます。 

 

(2) 豊富な機能 

WRBIシリーズの各種設定、およびメンテナンスを本ソフトウェアのみで行えます。 

 

(3) オフライン操作機能 

機器に接続することなく設定情報を作成し、CSV ファイルへ出力することが出来ます。 

事前に作成した CSV ファイルを参照し、機器接続後に書き込み処理を行うことで、 

現場での設定作業負担を軽減することが出来ます。 

 

(4) 実行ファイル形式 

インストール作業なしでプログラムを直接実行できますので、扱いが手軽です。 

 

 動作環境 

動作環境は以下の通りです。 

表 2.1 動作環境 

項目 要件 

OS Windows 8.1 Pro 

Windows 10 Pro 

Windows 11 Pro 

※弊社では Windows 10 Pro Version1803、Windows 11 Pro Version 21H2 にて 

動作確認を行っています 

CPU インテル® Core™i3-2310M プロセッサー 2.10GHz 以上 

メモリ容量 4GByte 以上推奨 

ディスク容量 上記 OS が快適に動作する環境。 

(本ソフトウェアは 15MByte 以上の空き容量が必要です） 

ディスプレイ XGA(1024×768)以上 

タッチパネル 対応 

接続方式 専用 USB ケーブル接続 

（対応アクセサリ参照） 

 

 対応モジュール一覧 

本ソフトウェアは以下のモジュールに対応しています。 

表 2.2 対応機種一覧 

分類 シリーズ 機種 

BACnet MS/TP 対応 I/O モジュール WRBIシリーズ 

DI16-A□02-□ 

DIO8R-A□02-□ 

DIO8V-A□02-□ 

AI8-□□A□02-□ 

RI8-□A□02-□ 

MAI8-□□□A□02-□ 

AO4-□A□02-□ 

AO8-□A□02-□ 
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 対応アクセサリ一覧 

本ソフトウェアは以下のアクセサリに対応しています。 

 

表 2.3 対応アクセサリ一覧 

分類 シリーズ 機種 

WMB 専用 USB ケーブル WMB シリーズ USBC 

 

 

 システム構成 

本ソフトウェアのシステム構成は下図の通りです。 

 

 
図 2.1 システム構成図 

 

 

 機能概要 

 

表 2.4 機能概要一覧 

分類 機能 概要 

設定 機器接続 機器情報を読み込みます。 

新規設定値作成 新規設定情報を本ソフトウェア上で作成します。 

ファイル保存 表示中の設定内容を設定ファイルとして保存します。 

設定ファイル参照 設定ファイルを本ソフトウェア上に読み込みます。 

設定値書き込み 表示中の設定内容を接続された機器に書き込みます 

メンテナンス エラーログクリア指示 接続された機器のエラーログをクリアします。 

工場出荷時指示 接続された機器の設定を初期化します。 

再起動指示 接続された機器を再起動します。 

模擬入出力指示 接続された機器の入出力値を模擬制御します。 

ゼロスパン調整 接続された機器のゼロスパン調整を行います。 

 

  

専用ケーブル 

WRBIシリーズ 
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 関連文書 

本ソフトウェアに対応するモジュールの取扱説明書は以下の通りです。 

 

表 2.5 モジュール取扱説明書 

分類 シリーズ 機種 文書名 

BACnet MS/TP 対応 

I/O モジュール 

WRBIシリーズ 全機種 WRBIシリーズ取扱説明書 

WMB 専用 

USB ケーブル 

WMB シリーズ USBC WMB 専用 USB ケーブル  

取扱説明書 

 

 用語の定義 

本取扱説明書における用語の定義は下表の通りです。 

 

表 2.6 用語一覧 

用語 説明 

計測値 モジュールが計測している値を指します。 

現在値 モジュールから収集した本ソフトウェア上で表示する値を指します。 
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3.  保証 

 責任の制限、および免責事項について 

本ソフトウェアの使用により、お客様または第三者が被害を被った場合、あるいは弊社の予測できない製品の

欠陥などのため、お客様または第三者が被った損害およびいかなる間接的損害に対しても、弊社は責任を負

いかねますのでご了承ください。 

 

本ソフトウェアは弊社 WRBI シリーズの設定を目的としています。課金目的にはご利用できません。 

システムの誤動作、計測タイミングのずれ等により計測データは実際の値とは異なる場合があります。 

本ソフトウェアは、弊社が推奨する使用環境下での正常動作を保証致しております。 

お客様のハードウェア、OS、セキュリティソフト等の使用環境による本ソフトウェアへの影響について個別事情

に関する問題解消を保証致しかねることがありますのでご了承ください。 

 

 使用条件について 

本ソフトウェアの著作権、著作者人格権等の知的財産権は、弊社に帰属します。 

本ソフトウェアのいかなる改変、流用も禁止致します。カスタマイズについては弊社にご相談ください。 

 

 注意事項について 

ご使用に当たってのサポート業務は有償にて承ります。サポート業務をご希望の際は弊社までご連絡をお願い

致します。 

予告なくプログラム修正、バージョンアップを行う可能性があります。最新バージョンをお使いになる際は、本ソ

フトウェアを削除して頂く場合があります。詳細手順に関しては本取扱説明書の『10-1-2. ソフトウェアのアップ

デート』をご確認ください。 

弊社のサービス向上の一環として、ユーザー様に電話連絡させていただくことがございますのでご了承くださ

い。 

システムのバックアップは必ず保管するようお願い致します。 

本ソフトウェアで出力する CSV ファイルは専用ファイルとなります。詳細手順に関しては本取扱説明書の『7-4. 

設定値保存』をご確認ください。 

この保証内で定められていない事項については、日本国の法律に従って解釈されるものとします。 

 

 第三者の使用について 

弊社の事前の承認なしに、本ソフトウェアの全部または一部を販売、譲渡、リース、貸与などによって第三者に

使用させることは、禁止いたします。 
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4.  導入手順 

本ソフトウェアを使用するための手順は下記のとおりです。 

 

 
図 4.1 導入手順 

 

 

本ソフトウェアをご使用の前に必ず動作環境をお確かめください。 

本ソフトウェアを起動します。 

動作環境の確認 

起動 

本ソフトウェアの各種機能が使用できます。 準備完了 

本ソフトウェアを起動する PC とモジュールを接続します。 

（オフライン操作にて、設定情報を CSV ファイルに作成する使用

方法では必要ありません） 
モジュールとの接続 

専用 USB ケーブルの COM ポートを選択します。 

（オフライン操作にて、設定情報を CSV ファイルに作成する使

用方法では必要ありません） 
接続設定 

これ以降は WRBI 設定ツールの操作となります 
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5.  起動と終了 

本ソフトウェアの起動、終了について説明します。 

 

 実行ファイルの解凍 

ダウンロードした zip ファイルを解凍します。 

zip ファイルを右クリックして、「すべて展開」をクリックします。 

展開先の場所を聞いてきますので、十分に容量のある場所を指定して解凍してください。 

 

 ソフトウェアの起動 

① 本ソフトウェアが存在するフォルダを開き、「WRBIConfigurationTool.exe」をダブルクリックします。 

※初回起動時のみ、動作環境によっては下記画面(左)が表示されることがあります。 

  この場合、[詳細情報]をクリック後、新たに表示された[実行]をクリックしてください。 

 

  
画面 5.1 Microsoft Defender SmartScreen 
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② 起動するとメイン画面が表示されます。 

 

 

 

 ソフトウェアの終了 

本ソフトウェアを終了します。 

 

 

[ファイル]メニューの[終了]をクリック、または右上の[×]ボタンをクリックすると本ソフトウェアを終了します。 

画面 5.2 メイン画面 

クリック 

クリック 

画面 5.3 メイン画面 
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6.  接続 

注意  

専用ケーブルを使用するにはデバイスドライバが必要です。  

本ソフトウェアを起動前に、デバイスドライバのインストールを実施してください。  

デバイスドライバについては専用ケーブルの取扱説明書をご覧ください。 

本項の接続の操作後に専用ケーブルの差し替えを行った場合は、再度機器接続を行ってください。 

 

①  [通信設定 ]メニューの[COM ポート選択 ]より、接続している COM ポートを選択します。 

 

 

 

専用ケーブルが PC と接続されていないなど、利用可能な COM ポートが PC 上に存在しない 

場合、「有効なポートが存在しません」表示されます。 

PC と専用ケーブルの接続を確認後、[COM ポート再取得 ]をクリックすることで、 

[COM ポート選択 ]に接続されている COM ポートが反映されます。 

          

  

画面 6.1 通信接続の開始 

画面 6.2 通信設定再取得 
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② [機器接続]ボタンをクリックします。 

※機器接続処理は少し時間がかかります。 

 

 

③ モジュールとの通信が全て成功すると接続機器情報／設定メンテナンス情報の各内容が表示されます。 

※接続機器情報は、機器接続を実施した場合のみ表示されます。 

 

 

  

画面 6.3 機器接続 

画面 6.4 機器接続後画面 
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7.  モジュールの設定 

本ソフトウェアでは、WRBIシリーズの設定を行います。 

WRBI シリーズは BACnetApplication Specific Controller (B-ASC)に対応しており、 

各種設定項目は ANSI/ASHRAE Standard 135-2010（以下、SSPC135）に準拠します。 

SSPC135に記載されている内容について本取扱説明書に記載しない場合がありますので、BACnet仕様の詳細につ

いてはSSPC135をご参照ください。 

 

 設定値作成／読み込み 

本ソフトウェア上に設定を展開し、編集または書き込みが行えるようにします。 

 

 機器接続 

接続した機種に応じた機種情報を展開します。 

機器接続方法は、『6. 接続』をご参照ください。 

 

 

 新規作成設定値作成_機種選択 

選択した機種に応じた設定項目を展開します。 

 

          
画面 7.1 新規設定値作成 

 

① [設定]タブの新規設定値作成_機種選択プルダウンメニューより対象機種を選択し、[実行]ボタンをク

リックします。 

 

② 設定値メンテナンス上に選択した機種の設定項目が展開されます。 
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 設定ファイル参照 

予め作成した設定ファイルを読み込み、設定を展開します。 

 

        
画面 7.2 設定ファイル参照 

 

① [設定]タブの[参照]ボタンをクリックします。 

 

② 読み込むファイルを選択するダイアログボックスが表示されるので、設定を読み込みたいファイルを選

択し[開く]をクリックします。 

 
画面 7.3 参照ダイアログボックス 

 

③ 設定値メンテナンス上に選択したファイルの設定が展開されます。 
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 設定値編集 

各設定値について説明します。 

WRBIシリーズは型式別にオブジェクト（設定グループ）が異なり、オブジェクトはプロパティ（設定項目）により構

成されています。 

 

注意  

各設定範囲の上下限値を超える値を入力した場合、カーソルが離れるタイミングでそれぞれの上下

限値に自動的に変更されます。  

設定範囲をご確認の上、設定値の編集操作を行ってください。 

 

 

 

 WRBI-DI16 の設定 

表 7.1 WRBI-DI16 の設定一覧 

オブジェクト名 対応オブジェクト ID プロパティ 範囲 初期値 

Device Config※1 Device-N※２ Model - WRBI-DI16 

  DeviceInstance AUTO/0～4194302 AUTO 

  Location  半角 32 文字※３ “Customer Location” 

  Description 半角 40 文字※３ “Customer 

Description DI16” 

  UTCOffset ±780 -540 

  APDUTimeout 1～65535 6000 

  NumberOfAPDURetries 1～3 3 

  MaxMaster 1～127 127 

  MaxInfoFrames 1～65535 1 

  TusageTimeout 30～100 50 

  NretryToken 0～5 1 

DI 1 BI-1 Inactive Text 半角 20 文字※３ “OFF” 

  Active Text 半角 20 文字※３ “ON” 

  Polarity Normal/Reverse Normal 

DI 2 ～ DI 16 BI-2～BI-16 ※4   

DI 1 Accumulator Accumulator-1 Units 

(Other-units Number) 

0～236 95(No-units) 

256～65535  

  Max Pres Value 0～99999999 999999 

  Scale ｆloatScale 

±99999.9999※6 

1.0000 

 

integerScale 

-128～127 

  Prescale(multiplier) 1～65535 1 

  Prescale(Divider) 1～65535 1 

DI 2 Accumulator ～ 

DI 16 Accumulator 

Accumulator-2～ 

Accumulator-16 

※5   

※1：これはツール上の表現です。BACnet 通信上は型式とシリアル Noで表されます。 

※2：DeviceInstance の設定に従います。 

※3：全角文字は半角 2 文字として扱います。 

※4：[DI 1]と同様のため省略します。 

※5：[DI 1 Accumulator]と同様のため省略します。 

※6：BACnet 通信により範囲外の値に設定されている場合は、上限値または下限値となります。 
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Device Config オブジェクトの設定 

① [オブジェクト選択]より[Device Config]を選択します。 

画面 7.4 WRBI-DI16 DeviceConfig オブジェクト画面 

 

② [設定項目]の[Model]は読み込み専用です。「WRBI-DI16」であることを確認します。 

 

③ [設定項目]の[DeviceInstance]を設定します。 

[DeviceInstance]は機器本体のデバイスインスタンス ID を設定します。 

[AUTO]にチェックを入れるとモジュールから自動割り当てデバイスインスタンス ID を取得します。 

手動で設定する場合、[AUTO]のチェックを外し、数値を入力してください。 

 

④ [設定項目]の[Location]を設定します。 

[Location]は機器の所在を設定します。 

 

⑤ [設定項目]の[Description]を設定します。 

[Description]は機器の説明を設定します。 

 

⑥ [設定項目]の[UTCOffset]を設定します。 

[UTCOffset]は協定世界時(UTC)からの時刻の差を設定します。 

単位は分です。 

 

⑦ [設定項目]の[APDUTimeout]を設定します。 

[APDUTimeout]は BACnet通信の応答待ち時間を設定します。 

単位は msec です。 

 

⑧ [設定項目]の[NumberOfAPDURetries]を設定します。 

[NumberOfAPDURetries]は BACnet通信のリトライ回数を設定します。 

 

⑨ [設定項目]の[MaxMaster]を設定します。 

[MaxMaster]は MS/TP ネットワーク上の最大マスターアドレスを設定します。 
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⑩ [設定項目]の[MaxInfoFrames]を設定します。 

[MaxInfoFrames]は MS/TP 上で一回のトークン取得時に送信可能なフレーム数を設定します。 

 

⑪ [設定項目]の[TusageTimeout]を設定します。 

[TusageTimeout]は MS/TP 上で一回のトークン回覧時のタイムアウト時間を設定します。 

単位は msec です。 

 

⑫ [設定項目]の[NretryToken]を設定します。 

[NretryToken]は MS/TP上で一回のトークン回覧時のリトライ回数を設定します。 
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DIオブジェクトの設定 

① [オブジェクト選択]より[DI N]を選択します。Nは設定したいチャンネルの番号です。 

 
画面 7.5  WRBI-DI16 DIオブジェクト画面 

 

② [設定項目]の[Inactive Text]を設定します。 

[Inactive Text]は Inactive(入力 OFF)状態の説明を設定します。 

 

③ [設定項目]の[Active Text]を設定します。 

[Active Text]は Active(入力 ON)状態の説明を設定します。 

 

④ [設定項目]の[Polarity]を設定します。 

[Polarity]は入力の論理(極性：Normal=入力 Hi、Reverse=入力 Low)を設定します。 
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DI Accumulator オブジェクトの設定 

① [オブジェクト選択]より[DI N Accumulator]を選択します。Nは設定したいチャンネルの番号です。 

 
画面 7.6  WRBI-DI16 DI Accumlator オブジェクト画面 

 

② [設定項目]の[Units]を設定します。 

[Units]は入力のスケール後の値の単位を設定します。 

設定値はプルダウンメニューより選択します。 

BACnet規格に準拠した値を使用する場合は 0～236 を選択してください。 

[Other-units]を選択したときは、任意の数値を入力してください。 

 

③ [設定項目]の[Max Pres Value]を設定します。 

[Max Pres Value]は Present_Value の最大値を設定します。 

 

④ [設定項目]の[Scale]を設定します。 

[Scale]は Present_Value 読出し時に、読出し側で乗じる値として、スケール値を設定します。 

[floatScale]を選択した場合、乗じる値を直に設定。[integerScale]を選択した場合、乗じる値を 10 のべ

き乗で設定します。 

 

⑤ [設定項目]の[Prescale(multiplier)]を設定します。 

[Prescale(multiplier)]は 1 パルスに対する変換係数の分子を設定します。 

 

⑥ [設定項目]の[Prescale(Divider)]を設定します。 

[Prescale(Divider)]は 1 パルスに対する変換係数の分母を設定します。 
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 WRBI-DIO8R の設定 

表 7.2 WRBI-DIO8R の設定一覧 

オブジェクト 対応オブジェクト ID プロパティ 範囲 初期値 

Device Config  Model - WRBI-DIO8R 

  DeviceInstance AUTO/0～4194302 AUTO 

  Location  半角 32 文字※1 “Customer Location” 

  Description 半角 40 文字※1 “Customer 

Description DIO8R” 

  UTCOffset ±780 -540 

  APDUTimeout 1～65535 6000 

  NumberOfAPDURetries 1～3 3 

  MaxMaster 1～127 127 

  MaxInfoFrames 1～65535 1 

  TusageTimeout 30～100 50 

  NretryToken 0～5 1 

  OutputMode 1ch/2ch DO or RUN/STOP RUN/STOP 

  OutputMode 3ch/4ch DO or RUN/STOP RUN/STOP 

  OutputMode 5ch/6ch DO or RUN/STOP RUN/STOP 

  OutputMode 7ch/8ch DO or RUN/STOP RUN/STOP 

DI 1 BI-1 Inactive Text 半角 20 文字※1 “OFF” 

  Active Text 半角 20 文字※1 “ON” 

  Polarity Normal/Reverse Normal 

DI 2 ～ DI 8 BI-2～BI-8 ※2   

DO STATUS 1 BI-9 Inactive Text 半角 20 文字※1 “OFF” 

  Active Text 半角 20 文字※1 “ON” 

  Polarity Normal/Reverse Normal 

DO STATUS 2 ～ 

DO STATUS 8 

BI-10～BI-16 ※3   

DO 1 ※4 BO-1 Inactive Text 半角 20 文字※1 “OFF” 

  Active Text 半角 20 文字※1 “ON” 

  Polarity Normal/Reverse Normal 

  Minimum Off Time 0～4294967295 0 

  Minimum On Time 0～4294967295 0 

  Relinquish Default OFF/ON OFF 

  Hed Controller 0～5 0  

  Restore Command 

Priority 

優先度 1～16  

各 ON/OFF 

優先度 6,7:OFF 

それ以外: ON 

  Ignore Relinquish 

Default 

OFF/ON ON 

  Local Control OFF/ON OFF 

  Time Of One shot 1～6553 0 

DO 2 ～ DO 8 ※4 BO-2～BO-8 ※5   

RUN/STOP 1 ※4 BO-9 Inactive Text 半角 20 文字※1 “STOP” 

  Active Text 半角 20 文字※1 “RUN” 

  Polarity Normal/Reverse Normal 

  Minimum Off Time 0～4294967295 0 

  Minimum On Time 0～4294967295 0 

  Relinquish Default OFF/ON OFF 

  Heavy Equip Delay 0～255 0 

  Hed Controller 0～5 0 
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オブジェクト 対応オブジェクト ID プロパティ 範囲 初期値 

  Restore Command 

Priority 

優先度 1～16  

各 ON/OFF 

優先度 6,7:OFF 

それ以外: ON 

  Ignore Relinquish 

Default 

OFF/ON ON 

  Local Control OFF/ON OFF 

  Time Of One shot 1～6553 2 

RUN/STOP 2 ～ 

RUN/STOP 4 ※4 

BO-10～BO-12 ※6   

DI 1 Accumulator Accumulator-1 Units 

(Other-units Number) 

0～236 95(No-units) 

256～65535 

  Max Pres Value 0～99999999 999999 

  Scale ｆloatScale 

±99999.9999※8 

1.0000 

integerScale 

-128～127 

  Prescale(multiplier) 1～65535 1 

  Prescale(Divider) 1～65535 1 

DI 2 Accumulator ～ 

DI 8 Accumulator 

Accumulator-2～ 

Accumulator-8 

※7   

※1：全角文字は半角 2 文字として扱います。 

※2：[DI 1]と同様のため省略します。 

※3：[DO STATUS 1]と同様のため省略します。 

※4：[DI N]、[RUN/STOP N]は[OutputMode Xch/Ych]の設定により、該当 CHのみ表示されます。 

※5：[DO 1]と同様のため省略します。 

※6：[RUN/STOP 1]と同様のため省略します。 

※7：[DI 1 Accumulator]と同様のため省略します。 

※8：BACnet 通信により範囲外の値に設定されている場合は、上限値または下限値となります。 
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Device Config オブジェクトの設定 

① [オブジェクト選択]より[Device Config]を選択します。 

 
画面 7.7  WRBI-DIO8R DeviceConfig オブジェクト画面 

 

② [設定項目]の[Model]は読み込み専用です。「WRBI-DIO8R」であることを確認します。 

 

③ [設定項目]の[DeviceInstance]を設定します。 

[DeviceInstance]は機器本体のデバイスインスタンス ID を設定します。 

[AUTO]にチェックを入れると自動割り当てデバイスインスタンス ID を取得します。 

手動で設定する場合、[AUTO]のチェックを外し、数値を入力してください。 

 

④ [設定項目]の[Location]を設定します。 

[Location]は機器の所在を設定します。 

 

⑤ [設定項目]の[Description]を設定します。 

[Description]は機器の説明を設定します。 

 

⑥  [設定項目]の[UTCOffset]を設定します。 

[UTCOffset]は協定世界時(UTC)からの時刻の差を設定します。 

単位は分です。 

 

⑦ [設定項目]の[APDUTimeout]を設定します。 

[APDUTimeout]は BACnet 通信の応答待ち時間を設定します。 

単位は msec です。 

 

⑧ [設定項目]の[NumberOfAPDURetries]を設定します。 

[NumberOfAPDURetries]は BACnet 通信のリトライ回数を設定します。 

 

⑨ [設定項目]の[MaxMaster]を設定します。 

[MaxMaster]は MS/TP ネットワーク上の最大マスターアドレス数を設定します。 
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⑩ [設定項目]の[MaxInfoFrames]を設定します。 

[MaxInfoFrames]は MS/TP 上で一回のトークン取得時に送信可能なフレーム数を設定します。 

 

⑪ [設定項目]の[TusageTimeout]を設定します。 

[TusageTimeout]は MS/TP 上で一回のトークン回覧時のタイムアウト時間を設定します。 

 

⑫ [設定項目]の[NretryToken]を設定します。 

[NretryToken]は MS/TP上で一回のトークン回覧時のリトライ回数を設定します。 

 

⑬ [設定項目]の[OutputMode 1ch/2ch]を設定します。 

[OutputMode 1ch/2ch]は出力 1ch および 2ch のモードを設定します。 

[DO]は汎用モードとして使用します。 

[RUN/STOP]は発停モードとして使用します。出力 1ch が DO(発)、出力 2ch が DO(停)となります。 

汎用モード/発停モードについては『10-4. 出力モードについて』を参照してください。 

 

⑭ [設定項目]の[OutputMode 3ch/4ch]を設定します。 

[OutputMode 3ch/4ch]は出力 3ch および 4ch のモードを設定します。 

[DO]は汎用モードとして使用します。 

[RUN/STOP]は発停モードとして使用します。出力 3ch が DO(発)、出力 4ch が DO(停)となります。 

汎用モード/発停モードについては『10-4. 出力モードについて』を参照してください。 

 

⑮ [設定項目]の[OutputMode 5ch/6ch]を設定します。 

[OutputMode 5ch/6ch]は出力 5ch および 6ch のモードを設定します。 

[DO]は汎用モードとして使用します。 

[RUN/STOP]は発停モードとして使用します。出力 5ch が DO(発)、出力 6ch が DO(停)となります。 

汎用モード/発停モードについては『10-4. 出力モードについて』を参照してください。 

 

⑯ [設定項目]の[OutputMode 7ch/8ch]を設定します。 

[OutputMode 7ch/8ch]は出力 7ch および 8ch のモードを設定します。 

[DO]は汎用モードとして使用します。 

[RUN/STOP]は発停モードとして使用します。出力 7ch が DO(発)、出力 8ch が DO(停)となります。 

汎用モード/発停モードについては『10-4. 出力モードについて』を参照してください。 

 

 

  

注意 
[設定項目]の[OutputMode Xch/Ych]は、BACnet 通信上では参照/設定することはできません。 

本ソフトウェア上で参照/設定してください。 

※X、Y は設定する CHです 
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DIオブジェクトの設定 

① [オブジェクト選択]より[DI N]を選択します。Nは設定したいチャンネルの番号です。 

 
画面 7.8  WRBI-DIO8R DIオブジェクト画面 

  

② [設定項目]の[Inactive Text]を設定します。 

[Inactive Text]は Inactive(入力 OFF)状態の説明を設定します。 

 

③ [設定項目]の[Active Text]を設定します。 

[Active Text]は Active(入力 ON)状態の説明を設定します。 

 

④ [設定項目]の[Polarity]を設定します。 

[Polarity]は入力の論理(極性：Normal=入力 Hi、Reverse=入力 Low)を設定します。 
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DO STATUS オブジェクトの設定 

① [オブジェクト選択]より[DO STATUS N]を選択します。N は設定したいチャンネルの番号です。 

 
画面 7.9  WRBI-DIO8R DO STATUS オブジェクト画面 

 

② [設定項目]の[Inactive Text]を設定します。 

[Inactive Text]は Inactive(出力 OFF)状態の説明を設定します。 

 

③ [設定項目]の[Active Text]を設定します。 

[Active Text]は Active(出力 ON)状態の説明を設定します。 

 

④ [設定項目]の[Polarity]を設定します。 

[Polarity]は出力の論理(極性：Normal=出力 Hi、Reverse=出力 Low)を設定します。 
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DO オブジェクトの設定 

① [オブジェクト選択]より[DO N]を選択します。 

[Device Config]の[OutputMode Xch/Ych]にて[RUN/STOP]に設定したチャンネルは表示されません。 

Nは設定したいチャンネル、X/Y は対象チャンネルの番号です。 

（1 = 1ch/2ch、2 = 3ch/4ch、3 = 5ch/6ch、4 = 7ch/8ch） 

 

 
画面 7.10  WRBI-DIO8R DO オブジェクト画面 

 

② [設定項目]の[Inactive Text]を設定します。 

[Inactive Text]は Inactive(出力 OFF)状態の説明を設定します。 

 

③ [設定項目]の[Active Text]を設定します。 

[Active Text]は Active(出力 ON)状態の説明を設定します。 

 

④ [設定項目]の[Polarity]を設定します。 

[[Polarity]は出力の論理(極性：Normal=出力 Hi、Reverse=出力 Low)を設定します。 

 

⑤ [設定項目]の[Minimum Off Time]を設定します。 

[Minimum Off Time]は出力 OFF 切り替え時の最小 OFF 時間を設定します。 

単位は秒です。 

 

⑥ [設定項目]の[Minimum On Time]を設定します。 

[Minimum On Time]は出力 ON切り替え時の最小 ON時間を設定します。 

単位は秒です。 

 

⑦ [設定項目]の[Relinquish Default]を設定します。 

[Relinquish Default]は出力のデフォルト値を設定します。 

 

⑧ [設定項目]の[Hed Controller]を設定します。 

[Hed Controller]は上位システムでの管理に用いる電源系統番号を設定します。 
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⑨ [設定項目]の[Restore Command Priority]を設定します。 

[Restore Command Priority]は Priority_Array(優先度配列)の配列数と一致する 16bit のフラグとなっ

ており、Priority_Array の内容を復電時に記憶するかどうかを設定します。 

チェックをいれた配列（複数選択可）の内容が記憶されます。 

設定値の 1 が配列インデックス 1(最高優先度)に相当し、16 が配列インデックス 16(最低優先度)に相

当します。 

 

⑩ [設定項目]の[Ignore Relinquish Default]を設定します。 

[Ignore Relinquish Default]は電源投入時の出力の有効/無効、および Priority_Array がすべて NULL

のとき、[Relinquish Default]で設定したデフォルト出力を行うかどうかを設定します。 

[OFF]のとき、起動時には復元した PriorityArray と RelinquishDefault を評価し、出力を行います。ま

た、Priority_Array がすべて NULL になったとき、[Relinquish Default]で設定した値を出力します。 

[ON]のとき、起動時には復元した PriorityArray と RelinquishDefault によらず、出力を行いません。ま

た Priority_Array がすべて NULL になったとき、[Relinquish Default]で設定した値に関わらず出力を維

持します。 

 

⑪ [設定項目]の[Local Control]を設定します。 

[Local Control]は Priority_Array の配列インデックス 16 に対する指示を受け付けるかどうかを設定し

ます。 

[OFF]のとき、指示を受け付けます。 

[ON]のとき、指示を受け付けません。 

 

⑫ [設定項目]の[Time Of One shot]を設定します。 

[Time Of One shot]は出力のワンショット時間を秒単位で設定します。 

0 を設定時ラッチ出力動作、0 以外設定時ワンショット出力を行います。 
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RUN/STOP オブジェクトの設定 

① [オブジェクト選択]より[RUN/STOP N]を選択します。 

[Device Config]の[OutputMode Xch/Ych]にて[DO]に設定したチャンネルは表示されません。 

Nは設定したいチャンネル、X/Y は対象チャンネルの番号です。 

（1 = 1ch/2ch、2 = 3ch/4ch、3 = 5ch/6ch、4 = 7ch/8ch） 

 

 
画面 7.11  WRBI-DIO8R RUN/STOP オブジェクト画面 

 

② [設定項目]の[Inactive Text]を設定します。 

[Inactive Text]は Inactive（停指示状態）の説明を設定します。 

 

③ [設定項目]の[Active Text]を設定します。 

[Active Text]は Active（発指示状態）の説明を設定します。 

 

④ [設定項目]の[Polarity]を設定します。 

[Polarity]は出力の論理(極性：Normal=出力 Hi、Reverse=出力 Low)を設定します。 

 

⑤ [設定項目]の[Minimum Off Time]を設定します。 

[Minimum Off Time]は出力 OFF 切り替え時の最小 OFF 時間を設定します。 

単位は秒です。 

 

⑥ [設定項目]の[Minimum On Time]を設定します。 

[Minimum On Time]は出力 ON切り替え時の最小 ON時間を設定します。 

単位は秒です。 

 

⑦ [設定項目]の[Relinquish Default]を設定します。 

[Relinquish Default]は出力のデフォルト値を設定します。 

 

⑧ [設定項目]の[Heavy Equip Delay]を設定します。 

[Heavy Equip Delay]は起動ディレイ時間を秒単位で設定します。 
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⑨ [設定項目]の[Hed Controller]を設定します。 

[Hed Controller]は上位システムでの管理に用いる電源系統番号を設定します。 

 

⑩ [設定項目]の[Restore Command Priority]を設定します。 

[Restore Command Priority]は Priority_Array(優先度配列)の配列数と一致する 16bit のフラグとなっ

ており、Priority_Array の内容を復電時に記憶するかどうかを設定します。 

チェックをいれた配列（複数選択可）の内容が記憶されます。 

設定値の 1 が配列インデックス 1(最高優先度)に相当し、16 が配列インデックス 16(最低優先度)に相

当します。 

 

⑪ [設定項目]の[Ignore Relinquish Default]を設定します。 

[Ignore Relinquish Default]は Priority_Array がすべて NULL のとき、[Relinquish Default]で設定したデ

フォルト出力を行うかどうかを設定します。 

[OFF]のとき、Priority_Array がすべて NULL のとき、[Relinquish Default]で設定した値を出力します。 

[ON]のとき、Priority_Array がすべて NULL のとき、[Relinquish Default]で設定した値に関わらず出力

を維持します。 

 

⑫ [設定項目]の[Local Control]を設定します。 

[Local Control]は Priority_Array の配列インデックス 16 に対する指示を受け付けるかどうかを設定し

ます。 

[OFF]のとき、指示を受け付けます。 

[ON]のとき、指示を受け付けません。 

 

⑬ [設定項目]の[Time Of One shot]を設定します。 

[Time Of One shot]は出力のワンショット時間を秒単位で設定します。 
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DI Accumulator オブジェクトの設定 

① [オブジェクト選択]より[DI N Accumulator]を選択します。Nは設定したいチャンネルの番号です。 

 
画面 7.12  WRBI-DIO8R DI Accumlator オブジェクト画面 

 

② [設定項目]の[Units]を設定します。 

[Units]は入力のスケール後の値の単位を設定します。 

設定値はプルダウンメニューより選択します。 

BACnet規格に準拠した値を使用する場合は 0～236 を選択してください。 

[Other-units]を選択したときは、任意の数値を入力してください。 

 

③ [設定項目]の[Max Pres Value]を設定します。 

[Max Pres Value]は Present_Value の最大値を設定します。 

 

④ [設定項目]の[Scale]を設定します。 

[Scale]は Present_Value 読出し時に、読出し側で乗じる値として、スケール値を設定します。 

[floatScale]を選択した場合、乗じる値を直に設定。[integerScale]を選択した場合、乗じる値を 10 のべ

き乗で設定します。 

 

⑤ [設定項目]の[Prescale(multiplier)]を設定します。 

[Prescale(multiplier)]は 1 パルスに対する変換係数の分子を設定します。 

 

⑥ [設定項目]の[Prescale(Divider)]を設定します。 

[Prescale(Divider)]は 1 パルスに対する変換係数の分母を設定します。 
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 WRBI-DIO8V の設定 

表 7.3 WRBI-DIO8V の設定一覧 

オブジェクト 対応オブジェクト ID プロパティ 範囲 初期値 

Device Config  Model - WRBI-DIO8V 

  DeviceInstance AUTO/0～4194302 AUTO 

  Location  半角 32 文字※1 “Customer Location” 

  Description 半角 40 文字※1 “Customer 

Description DIO8V” 

  UTCOffset ±780 -540 

  APDUTimeout 1～65535 6000 

  NumberOfAPDURetries 1～3 3 

  MaxMaster 1～127 127 

  MaxInfoFrames 1～65535 1 

  TusageTimeout 30～100 50 

  NretryToken 0～5 1 

DI 1 BI-1 Inactive Text 半角 20 文字※1 “OFF” 

  Active Text 半角 20 文字※1 “ON” 

  Polarity Normal/Reverse Normal 

DI 2 ～ DI 8 BI-2～BI-8 ※2   

DO STATUS 1 BI-9 Inactive Text 半角 20 文字※1 “OFF” 

  Active Text 半角 20 文字※1 “ON” 

  Polarity Normal/Reverse Normal 

DO STATUS 2 ～ 

DO STATUS 8 

BI-10～BI-16 ※3   

RUN/STOP 1 BO-1 Inactive Text 半角 20 文字※1 “STOP” 

  Active Text 半角 20 文字※1 “RUN” 

  Polarity Normal Normal 

  Minimum Off Time 0～4294967295 0 

  Minimum On Time 0～4294967295 0 

  Relinquish Default OFF/ON OFF 

  Heavy Equip Delay 0～255 0 

  Hed Controller 0～5 0 

  Restore Command 

Priority 

優先度 1～16  

各 ON/OFF 

優先度 6,7:OFF 

それ以外: ON 

  Ignore Relinquish 

Default 

OFF/ON ON 

  Local Control OFF/ON OFF 

  Time Of One shot 1～6553 2 

RUN/STOP 2 ～ 

RUN/STOP 4 

BO-2～BO-4 ※4   

DI 1 Accumulator Accumulator-1 Units 

(Other-units Number) 

0～236 95(No-units) 

256～65535 

  Max Pres Value 0～99999999 999999 

  Scale ｆloatScale 

±99999.9999※6 

1.0000 

integerScale 

-128～127 

  Prescale(multiplier) 1～65535 1 

  Prescale(Divider) 1～65535 1 

DI 2 Accumulator ～ 

DI 8 Accumulator 

Accumulator-2～ 

Accumulator-8 

※5   
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※1：全角文字は半角 2 文字として扱います。 

※2：[DI 1]と同様のため省略します。 

※3：[DO STATUS 1]と同様のため省略します。 

※4：[RUN/STOP 1]と同様のため省略します。 

※5：[DI 1 Accumulator]と同様のため省略します。 

※6：BACnet 通信により範囲外の値に設定されている場合は、上限値または下限値となります。 
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Device Config オブジェクトの設定 

① [オブジェクト選択]より[Device Config]を選択します。 

 
画面 7.13 WRBI-DIO8V DeviceConfig オブジェクト画面 

 

② [設定項目]の[Model]は読み込み専用です。「WRBI-DIO8V」であることを確認します。 

 

③ [設定項目]の[DeviceInstance]を設定します。 

[DeviceInstance]は機器本体のデバイスインスタンス ID を設定します。 

[AUTO]にチェックを入れると自動割り当てデバイスインスタンス ID を取得します。 

手動で設定する場合、[AUTO]のチェックを外し、数値を入力してください。 

 

④ [設定項目]の[Location]を設定します。 

[Location]は機器の所在を設定します。 

 

⑤ [設定項目]の[Description]を設定します。 

[Description]は機器の説明を設定します。 

 

⑥  [設定項目]の[UTCOffset]を設定します。 

[UTCOffset]は協定世界時(UTC)からの時刻の差を設定します。 

単位は分です。 

 

⑦ [設定項目]の[APDUTimeout]を設定します。 

[APDUTimeout]は BACnet通信の応答待ち時間を設定します。 

単位は msec です。 

 

⑧ [設定項目]の[NumberOfAPDURetries]を設定します。 

[NumberOfAPDURetries]は BACnet 通信のリトライ回数を設定します。 

 

⑨ [設定項目]の[MaxMaster]を設定します。 

[MaxMaster]は MS/TP ネットワーク上のマスターアドレス数を設定します。 
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⑩ [設定項目]の[MaxInfoFrames]を設定します。 

[MaxInfoFrames]は MS/TP 上で一回のトークン回覧時に送信可能なフレーム数を設定します。 

 

⑪ [設定項目]の[TusageTimeout]を設定します。 

[TusageTimeout]は MS/TP 上で一回のトークン回覧時のタイムアウト時間を設定します。 

 

⑫ [設定項目]の[NretryToken]を設定します。 

[NretryToken]は MS/TP上で一回のトークン回覧時のリトライ回数を設定します。 
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DIオブジェクトの設定 

① [オブジェクト選択]より[DI N]を選択します。Nは設定したいチャンネルの番号です。 

 
画面 7.14  WRBI-DIO8V DI オブジェクト画面 

 

② [設定項目]の[Inactive Text]を設定します。 

[Inactive Text]は Inactive(入力 OFF)状態の説明を設定します。 

 

③ [設定項目]の[Active Text]を設定します。 

[Active Text]は Active(入力 ON)状態の説明を設定します。 

 

④ [設定項目]の[Polarity]を設定します。 

[Polarity]は入力の論理(極性：Normal=入力 Hi、Reverse=入力 Low)を設定します。 
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DO STATUS オブジェクトの設定 

① [オブジェクト選択]より[DO STATUS N]を選択します。N は設定したいチャンネルの番号です。 

 
画面 7.15  WRBI-DIO8V DO STATUS オブジェクト画面 

 

② [設定項目]の[Inactive Text]を設定します。 

[Inactive Text]は Inactive(出力 OFF)状態の説明を設定します。 

 

③ [設定項目]の[Active Text]を設定します。 

[Active Text]は Active(出力 ON)状態の説明を設定します。 

 

④ [設定項目]の[Polarity]を設定します。 

[Polarity]は出力の論理(極性：Normal=出力 Hi、Reverse=出力 Low)を設定します。 
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RUN/STOP オブジェクトの設定 

① [オブジェクト選択]より[RUN/STOP N]を選択します。Nは設定したいチャンネルの番号です。 

（1 = 1ch/2ch、2 = 3ch/4ch、3 = 5ch/6ch、4 = 7ch/8ch） 

 

 
画面 7.16  WRBI-DIO8V RUN/STOP オブジェクト画面 

 

② [設定項目]の[Inactive Text]を設定します。 

[Inactive Text]は Inactive（停指示状態）の説明を設定します。 

 

③ [設定項目]の[Active Text]を設定します。 

[Active Text]は Active（発指示状態）の説明を設定します。 

 

④ [設定項目]の[Polarity]を設定します。 

[Polarity]は出力の論理を設定します。 

極性は固定で Normal=出力 Hi となります。 

 

⑤ [設定項目]の[Minimum Off Time]を設定します。 

[Minimum Off Time]は出力 OFF 切り替え時の最小 OFF 時間を設定します。 

単位は秒です。 

 

⑥ [設定項目]の[Minimum On Time]を設定します。 

[Minimum On Time]は出力 ON切り替え時の最小 ON時間を設定します。 

単位は秒です。 

 

⑦ [設定項目]の[Relinquish Default]を設定します。 

[Relinquish Default]は出力のデフォルト値を設定します。 

 

⑧ [設定項目]の[Heavy Equip Delay]を設定します。 

[Heavy Equip Delay]は起動ディレイ時間を秒単位で設定します。 

 

⑨ [設定項目]の[Hed Controller]を設定します。 

[Hed Controller]は上位システムでの管理に用いる電源系統番号を設定します。 
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⑩ [設定項目]の[Restore Command Priority]を設定します。 

[Restore Command Priority]は Priority_Array(優先度配列)の配列数と一致する 16bit のフラグとなっ

ており、Priority_Array の内容を復電時に記憶するかどうかを設定します。 

チェックをいれた配列（複数選択可）の内容が記憶されます。 

設定値の 1 が配列インデックス 1(最高優先度)に相当し、16 が配列インデックス 16(最低優先度)に相

当します。 

 

⑪ [設定項目]の[Ignore Relinquish Default]を設定します。 

[Ignore Relinquish Default]は Priority_Array がすべて NULL のとき、[Relinquish Default]で設定したデ

フォルト出力を行うかどうかを設定します。 

[OFF]のとき、Priority_Array がすべて NULL のとき、[Relinquish Default]で設定した値を出力します。 

[ON]のとき、Priority_Array がすべて NULL のとき、[Relinquish Default]で設定した値に関わらず出力

を維持します。 

 

⑫ [設定項目]の[Local Control]を設定します。 

[Local Control]は Priority_Array の配列インデックス 16 に対する指示を受け付けるかどうかを設定し

ます。 

[OFF]のとき、指示を受け付けます。 

[ON]のとき、指示を受け付けません。 

 

⑬ [設定項目]の[Time Of One shot]を設定します。 

[Time Of One shot]は出力のワンショット時間を秒単位で設定します。 
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DI Accumulator オブジェクトの設定 

① [オブジェクト選択]より[DI N Accumulator]を選択します。Nは設定したいチャンネルの番号です。 

 
画面 7.17  WRBI-DIO8V DI Accumlator オブジェクト画面 

 

② [設定項目]の[Units]を設定します。 

[Units]は入力のスケール後の値の単位を設定します。 

設定値はプルダウンメニューより選択します。 

BACnet規格に準拠した値を使用する場合は 0～236 を選択してください。 

[Other-units]を選択したときは、任意の数値を入力してください。 

 

③ [設定項目]の[Max Pres Value]を設定します。 

[設定項目]の[Max Pres Value]を設定します。 

[Max Pres Value]は Present_Value の最大値を設定します。 

 

④ [設定項目]の[Scale]を設定します。 

[Scale]は Present_Value 読出し時に、読出し側で乗じる値として、スケール値を設定します。 

[floatScale]を選択した場合、乗じる値を直に設定。[integerScale]を選択した場合、乗じる値を 10 のべ

き乗で設定します。 

 

⑤ [設定項目]の[Prescale(multiplier)]を設定します。 

[Prescale(multiplier)]は 1 パルスに対する変換係数の分子を設定します。 

 

⑥ [設定項目]の[Prescale(Divider)]を設定します。 

[Prescale(Divider)]は 1 パルスに対する変換係数の分母を設定します。 
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 WRBI-AI8 の設定 

表 7.4 WRBI-AI8 の設定一覧 

オブジェクト 対応オブジェクト ID プロパティ 範囲 初期値 

Device Config  Model - WRBI-AI8 

  DeviceInstance AUTO/0～4194302 AUTO 

  Location  半角 32 文字※1 “Customer Location” 

  Description 半角 40 文字※1 “Customer 

Description AI8” 

  UTCOffset ±780 -540 

  APDUTimeout 1～65535 6000 

  NumberOfAPDURetries 1～3 3 

  MaxMaster 1～127 127 

  MaxInfoFrames 1～65535 1 

  TusageTimeout 30～100 50 

  NretryToken 0～5 1 

AI 1 AI-1 Units 

(Other-units Number) 

0～236 98(Percent) 

256～65535 

  High Scale ±99999.9999 100.0000 

  Low Scale ±99999.9999 0.0000 

  Low cut 有効:±99999.9999 無効 

無効 

AI 2 ～AI 8 AI-2～AI-8 ※2   

※1：全角文字は半角 2 文字として扱います。 

※2：[AI 1]と同様のため省略します。 
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Device Config オブジェクトの設定 

① [オブジェクト選択]より[Device Config]を選択します。 

 
画面 7.18  WRBI-AI8 DeviceConfig オブジェクト画面 

 

② [設定項目]の[Model]は読み込み専用です。「WRBI-AI8」であることを確認します。 

 

③ [設定項目]の[DeviceInstance]を設定します。 

[DeviceInstance]は機器本体のデバイスインスタンス ID を設定します。 

[AUTO]にチェックを入れると自動割り当てデバイスインスタンス ID を取得します。 

手動で設定する場合、[AUTO]のチェックを外し、数値を入力してください。 

 

④ [設定項目]の[Location]を設定します。 

[Location]は機器の所在を設定します。 

 

⑤ [設定項目]の[Description]を設定します。 

[Description]は機器の説明を設定します。 

 

⑥ [設定項目]の[UTCOffset]を設定します。 

[UTCOffset]は協定世界時(UTC)からの時刻の差を設定します。 

単位は分です。 

 

⑦ [設定項目]の[APDUTimeout]を設定します。 

[APDUTimeout]は BACnet通信の応答待ち時間を設定します 

単位は msec です。 

 

⑧ [設定項目]の[NumberOfAPDURetries]を設定します。 

[NumberOfAPDURetries]は BACnet 通信のリトライ回数を設定します。 

 

⑨ [設定項目]の[MaxMaster]を設定します。 

[MaxMaster]は MS/TP ネットワーク上のマスターアドレス数を設定します。 
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⑩ [設定項目]の[MaxInfoFrames]を設定します。 

[MaxInfoFrames]は MS/TP 上で一回のトークン回覧時に送信可能なフレーム数を設定します。 

 

⑪ [設定項目]の[TusageTimeout]を設定します。 

[TusageTimeout]は MS/TP 上で一回のトークン回覧時のタイムアウト時間を設定します。 

 

⑫ [設定項目]の[NretryToken]を設定します。 

[NretryToken]は MS/TP上で一回のトークン回覧時のリトライ回数を設定します。 
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AIオブジェクトの設定 

① [オブジェクト選択]より[AI N]を選択します。Nは設定したいチャンネルの番号です。 

 
画面 7.19  WRBI-AI8 AI オブジェクト画面 

 

② [設定項目]の[Units]を設定します。 

[Units]は入力のスケール後の値の単位を設定します。 

設定値はプルダウンメニューより選択します。 

BACnet規格に準拠した値を使用する場合は 0～236 を選択してください。 

[Other-units]を選択したときは、任意の数値を入力してください。 

 

③ [設定項目]の[High Scale]を設定します。 

[High Scale]は計測範囲上限値に対する変換後の値を設定します。 

 

④ [設定項目]の[Low Scale]を設定します。 

[Low Scale]は計測範囲下限値に対する変換後の値を設定します。 

 

⑤ [設定項目]の[Low cut]を設定します。 

[ON]を選択した場合、[Low cut]に設定した値未満の入力は[Low Scale]の値となります。 

[OFF]を選択した場合、[Low cut]は未設定となります。 

 

 

  

注意 
[設定項目]の[High Scale]、[Low Scale]、[Low cut]は、BACnet 通信上では参照/設定することはできませ

ん。 

本ソフトウェア上で参照/設定してください。 
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 WRBI-RI8 の設定 

表 7.5 WRBI-RI8 の設定一覧 

オブジェクト 対応オブジェクト ID プロパティ 範囲 初期値 

Device Config  Model - WRBI-RI8 

  DeviceInstance AUTO/0～4194302 AUTO 

  Location  半角 32 文字※1 “Customer Location” 

  Description 半角 40 文字※1 “Customer 

Description RI8” 

  UTCOffset ±780 -540 

  APDUTimeout 1～65535 6000 

  NumberOfAPDURetries 1～3 3 

  MaxMaster 1～127 127 

  MaxInfoFrames 1～65535 1 

  TusageTimeout 30～100 50 

  NretryToken 0～5 1 

RI 1 AI-1 Units 

(Other-units Number) 

0～236 62(Degrees-Celsius) 

256～65535 

RI 2 ～RI 8 AI-2～AI-8 ※2   

※1：全角文字は半角 2 文字として扱います。 

※2：[RI 1]と同様のため省略します。 
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Device Config オブジェクトの設定 

① [オブジェクト選択]より[Device Config]を選択します。 

 
画面 7.20 WRBI-RI8 DeviceConfig オブジェクト画面 

 

② [設定項目]の[Model]は読み込み専用です。「WRBI-RI8」であることを確認します。 

 

③ [設定項目]の[DeviceInstance]を設定します。 

[DeviceInstance]は機器本体のデバイスインスタンス ID を設定します。 

[AUTO]にチェックを入れると自動割り当てデバイスインスタンス ID を取得します。 

手動で設定する場合、[AUTO]のチェックを外し、数値を入力してください。 

 

④ [設定項目]の[Location]を設定します。 

[Location]は機器の所在を設定します。 

 

⑤ [設定項目]の[Description]を設定します。 

[Description]は機器の説明を設定します。 

 

⑥ [設定項目]の[UTCOffset]を設定します。 

[UTCOffset]は協定世界時(UTC)からの時刻の差を設定します。 

単位は分です。 

 

⑦ [設定項目]の[APDUTimeout]を設定します。 

[APDUTimeout]は BACnet通信の応答待ち時間を設定します 

単位は msec です。 

 

⑧ [設定項目]の[NumberOfAPDURetries]を設定します。 

[NumberOfAPDURetries]は BACnet 通信のリトライ回数を設定します。 

 

⑨ [設定項目]の[MaxMaster]を設定します。 

[MaxMaster]は MS/TP ネットワーク上のマスターアドレス数を設定します。 
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⑩ [設定項目]の[MaxInfoFrames]を設定します。 

[MaxInfoFrames]は MS/TP 上で一回のトークン回覧時に送信可能なフレーム数を設定します。 

 

⑪ [設定項目]の[TusageTimeout]を設定します。 

[TusageTimeout]は MS/TP 上で一回のトークン回覧時のタイムアウト時間を設定します。 

 

⑫ [設定項目]の[NretryToken]を設定します。 

[NretryToken]は MS/TP上で一回のトークン回覧時のリトライ回数を設定します。 
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RIオブジェクトの設定 

① [オブジェクト選択]より[RI N]を選択します。Nは設定したいチャンネルの番号です。 

 
画面 7.21  WRBI-RI8 RIオブジェクト画面 

 

② [設定項目]の[Units]を設定します。 

[Units]は入力のスケール後の値の単位を設定します。 

設定値はプルダウンメニューより選択します。 

BACnet規格に準拠した値を使用する場合は 0～236 を選択してください。 

[Other-units]を選択したときは、任意の数値を入力してください。 
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 WRBI-MAI8 の設定 

表 7.6 WRBI-MAI8 の設定一覧 

オブジェクト 対応オブジェクト ID プロパティ 範囲 初期値 

Device Config  Model - WRBI-MAI8 

  DeviceInstance AUTO/0～4194302 AUTO 

  Location  半角 32 文字※1 “Customer Location” 

  Description 半角 40 文字※1 “Customer 

Description MAI8” 

  UTCOffset ±780 -540 

  APDUTimeout 1～65535 6000 

  NumberOfAPDURetries 1～3 3 

  MaxMaster 1～127 127 

  MaxInfoFrames 1～65535 1 

  TusageTimeout 30～100 50 

  NretryToken 0～5 1 

AI 1 AI-1 Units 

(Other-units Number) 

0～236 98(Percent) 

256～65535 

  High Scale ±99999.9999 100.0000 

  Low Scale ±99999.9999 0.0000 

  Low cut 有効:±99999.9999 無効 

無効 

AI 2 ～ AI 4 AI-2～AI-4 ※2   

RI 1 AI-5 Units 

(Other-units Number) 

0～236 62(Degrees-Celsius) 

256～65535 

RI 2 ～RI 4 AI-6～AI-8 ※3   

※1：全角文字は半角 2 文字として扱います。 

※2：[AI 1]と同様のため省略します。 

※3：[RI 1]と同様のため省略します。 
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Device Config オブジェクトの設定 

① [オブジェクト選択]より[Device Config]を選択します。 

 
画面 7.22  WRBI-MAI8 DeviceConfig オブジェクト画面 

 

② [設定項目]の[Model]は読み込み専用です。「WRBI-MAI8」であることを確認します。 

 

③ [設定項目]の[DeviceInstance]を設定します。 

[DeviceInstance]は機器本体のデバイスインスタンス ID を設定します。 

[AUTO]にチェックを入れると自動割り当てデバイスインスタンス ID を取得します。 

手動で設定する場合、[AUTO]のチェックを外し、数値を入力してください。 

 

④ [設定項目]の[Location]を設定します。 

[Location]は機器の所在を設定します。 

 

⑤ [設定項目]の[Description]を設定します。 

[Description]は機器の説明を設定します。 

 

⑥  [設定項目]の[UTCOffset]を設定します。 

[UTCOffset]は協定世界時(UTC)からの時刻の差を設定します。 

単位は分です。 

 

⑦ [設定項目]の[APDUTimeout]を設定します。 

[APDUTimeout]は BACnet通信の応答待ち時間を設定します。 

単位は msec です。 

 

⑧ [設定項目]の[NumberOfAPDURetries]を設定します。 

[NumberOfAPDURetries]は BACnet 通信のリトライ回数を設定します。 

 

⑨ [設定項目]の[MaxMaster]を設定します。 

[MaxMaster]は MS/TP ネットワーク上のマスターアドレス数を設定します。 
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⑩ [設定項目]の[MaxInfoFrames]を設定します。 

[MaxInfoFrames]は MS/TP 上で一回のトークン回覧時に送信可能なフレーム数を設定します。 

 

⑪ [設定項目]の[TusageTimeout]を設定します。 

[TusageTimeout]は MS/TP 上で一回のトークン回覧時のタイムアウト時間を設定します。 

 

⑫ [設定項目]の[NretryToken]を設定します。 

[NretryToken]は MS/TP上で一回のトークン回覧時のリトライ回数を設定します。 
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AIオブジェクトの設定 

① [オブジェクト選択]より[AI N]を選択します。Nは設定したいチャンネルの番号です。 

 
画面 7.23  WRBI-MAI8 AIオブジェクト画面 

 

② [設定項目]の[Units]を設定します。 

[Units]は入力のスケール後の値の単位を設定します。 

設定値はプルダウンメニューより選択します。 

BACnet規格に準拠した値を使用する場合は 0～236 を選択してください。 

[Other-units]を選択したときは、任意の数値を入力してください。 

 

③ [設定項目]の[High Scale]を設定します。 

[High Scale]は計測範囲上限値に対する変換後の値を設定します。 

 

④ [設定項目]の[Low Scale]を設定します。 

[Low Scale]は計測範囲下限値に対する変換後の値を設定します。 

 

⑤ [設定項目]の[Low cut]を設定します。 

[ON]を選択した場合、[Low cut]に設定した値未満の入力は[Low Scale]の値となります。 

[OFF]を選択した場合、[Low cut]は未設定となります。 

 

 

  

注意 
[設定項目]の[High Scale]、[Low Scale]、[Low cut]は、BACnet 通信上では参照/設定することはできませ

ん。 

本ソフトウェア上で参照/設定してください。 

 



7. モジュールの設定 WRBI設定ツール 取扱説明書 

 
 

 
  53  IM-0908-02 

RIオブジェクトの設定 

① [オブジェクト選択]より[RI N]を選択します。Nは設定したいチャンネルの番号です。 

 
画面 7.24  WRBI-MAI8 RIオブジェクト画面 

 

② [設定項目]の[Units]を設定します。 

[Units]は入力のスケール後の値の単位を設定します。 

設定値はプルダウンメニューより選択します。 

BACnet規格に準拠した値を使用する場合は 0～236 を選択してください。 

[Other-units]を選択したときは、任意の数値を入力してください。 
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 WRBI-AO4 の設定 

表 7.7 WRBI-AO4 の設定一覧 

オブジェクト 対応オブジェクト ID プロパティ 範囲 初期値 

Device Config  Model - WRBI-AO4 

  DeviceInstance AUTO/0～4194302 AUTO 

  Location  半角 32 文字※1 “Customer Location” 

  Description 半角 40 文字※1 “Customer 

Description AO4” 

  UTCOffset ±780 -540 

  APDUTimeout 1～65535 6000 

  NumberOfAPDURetries 1～3 3 

  MaxMaster 1～127 127 

  MaxInfoFrames 1～65535 1 

  TusageTimeout 30～100 50 

  NretryToken 0～5 1 

AO 1 AO-1 Units 

(Other-units Number) 

0～236 98(Percent) 

256～65535 

  Relinquish Default ±99999.9999 0.0000 

  Restore Command 

Priority 

優先度 1～16  

各 ON/OFF 

優先度 6,7:OFF 

それ以外: ON 

  Ignore Relinquish 

Default 

OFF/ON OFF 

  Local Control OFF/ON OFF 

  High Scale ±99999.9999 100.0000 

  Low Scale ±99999.9999 0.0000 

AO 2 ～AO 4 AO-2～AO-4 ※2   

※1：全角文字は半角 2 文字として扱います。 

※2：[AO 1]と同様のため省略します。 
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Device Config オブジェクトの設定 

① [オブジェクト選択]より[Device Config]を選択します。 

 
画面 7.25  WRBI-AO4 DeviceConfig オブジェクト画面 

 

② [設定項目]の[Model]は読み込み専用です。「WRBI-AO4」であることを確認します。 

 

③ [設定項目]の[DeviceInstance]を設定します。 

[DeviceInstance]は機器本体のデバイスインスタンス ID を設定します。 

[AUTO]にチェックを入れると自動割り当てデバイスインスタンス ID を取得します。 

手動で設定する場合、[AUTO]のチェックを外し、数値を入力してください。 

 

④ [設定項目]の[Location]を設定します。 

[Location]は機器の所在を設定します。 

 

⑤ [設定項目]の[Description]を設定します。 

[Description]は機器の説明を設定します。 

 

⑥ [設定項目]の[UTCOffset]を設定します。 

[UTCOffset]は協定世界時(UTC)からの時刻の差を設定します。 

単位は分です。 

 

⑦ [設定項目]の[APDUTimeout]を設定します。 

[APDUTimeout]は BACnet通信の応答待ち時間を設定します。 

単位は msec です。 

 

⑧ [設定項目]の[NumberOfAPDURetries]を設定します。 

[NumberOfAPDURetries]は BACnet 通信のリトライ回数を設定します。 

 

⑨ [設定項目]の[MaxMaster]を設定します。 

[MaxMaster]は MS/TP ネットワーク上のマスターアドレス数を設定します。 
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⑩ [設定項目]の[MaxInfoFrames]を設定します。 

[MaxInfoFrames]は MS/TP 上で一回のトークン回覧時に送信可能なフレーム数を設定します。 

 

⑪  [設定項目]の[TusageTimeout]を設定します。 

[TusageTimeout]は MS/TP 上で一回のトークン回覧時のタイムアウト時間を設定します。 

 

⑫ [設定項目]の[NretryToken]を設定します。 

[NretryToken]は MS/TP上で一回のトークン回覧時のリトライ回数を設定します。 
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AO オブジェクトの設定 

① [オブジェクト選択]より[AO N]を選択します。N は設定したいチャンネルの番号です。 

 
画面 7.26  WRBI-AO4 AO オブジェクト画面 

 

② [設定項目]の[Units]を設定します。 

[Units]は出力のスケール後の値の単位を設定します。 

設定値はプルダウンメニューより選択します。 

BACnet規格に準拠した値を使用する場合は 0～236 を選択してください。 

[Other-units]を選択したときは、任意の数値を入力してください。 

 

③ [設定項目]の[Relinquish Default]を設定します。 

[Relinquish Default]は出力のデフォルト値を設定します。 

 

④ [設定項目]の[Restore Command Priority]を設定します。 

[Restore Command Priority]は Priority_Array(優先度配列)の配列数と一致する 16bit のフラグとなっ

ており、Priority_Array の内容を復電時に記憶するかどうかを設定します。 

チェックをいれた配列（複数選択可）の内容が記憶されます。 

設定値の 1 が配列インデックス 1(最高優先度)に相当し、16 が配列インデックス 16(最低優先度)に相

当します。 

 

⑤ [設定項目]の[Ignore Relinquish Default]を設定します。 

[Ignore Relinquish Default]は電源投入時の出力の有効/無効、および Priority_Array がすべて NULL

のとき、[Relinquish Default]で設定したデフォルト出力を行うかどうかを設定します。 

[OFF]のとき、起動時には復元した PriorityArray と RelinquishDefault を評価し、出力を行います。ま

た、Priority_Array がすべて NULL になったとき、[Relinquish Default]で設定した値を出力します。 

[ON]のとき、起動時には復元した PriorityArray と RelinquishDefault によらず、出力を行いません。ま

た Priority_Array がすべて NULL になったとき、[Relinquish Default]で設定した値に関わらず出力を維

持します。 
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⑥ [設定項目]の[Local Control]を設定します。 

[Local Control]は Priority_Array の配列インデックス 16 に対する指示を受け付けるかどうかを設定し

ます。 

[OFF]のとき、指示を受け付けます。 

[ON]のとき、指示を受け付けません。 

 

⑦ [設定項目]の[High Scale]を設定します。 

[High Scale]は計測範囲上限値に対する変換後の値を設定します。 

 

⑧ [設定項目]の[Low Scale]を設定します。 

[Low Scale]は計測範囲下限値に対する変換後の値を設定します。 

 

 

 

 

 

 

  

注意 
[設定項目]の[High Scale]、[Low Scale]は、BACnet 通信上では参照/設定することはできません。 

本ソフトウェア上で参照/設定してください。 
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 WRBI-AO8 の設定 

表 7.8 WRBI-AO8 の設定一覧 

オブジェクト 対応オブジェクト ID プロパティ 範囲 初期値 

Device Config  Model - WRBI-AO8 

  DeviceInstance AUTO/0～4194302 AUTO 

  Location  半角 32 文字※1 “Customer Location” 

  Description 半角 40 文字※1 “Customer 

Description AO8” 

  UTCOffset ±780 -540 

  APDUTimeout 1～65535 6000 

  NumberOfAPDURetries 1～3 3 

  MaxMaster 1～127 127 

  MaxInfoFrames 1～65535 1 

  TusageTimeout 30～100 50 

  NretryToken 0～5 1 

AO 1 AO-1 Units 

(Other-units Number) 

0～236 98(Percent) 

256～65535 

  Relinquish Default ±99999.9999 0.0000 

  Restore Command 

Priority 

優先度 1～16  

各 ON/OFF 

優先度 6,7:OFF 

それ以外: ON 

  Ignore Relinquish 

Default 

OFF/ON OFF 

  Local Control OFF/ON OFF 

  High Scale ±99999.9999 100.0000 

  Low Scale ±99999.9999 0.0000 

AO 2 ～AO 8 AO-2～AO-8 ※2   

※1：全角文字は半角 2 文字として扱います。 

※2：[AO 1]と同様のため省略します。 
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Device Configオブジェクトの設定 

① [オブジェクト選択]より[Device Config]を選択します。 

 
画面 7.27  WRBI-AO8 DeviceConfig オブジェクト画面 

 

② [設定項目]の[Model]は読み込み専用です。「WRBI-AO8」であることを確認します。 

 

③ [設定項目]の[DeviceInstance]を設定します。 

[DeviceInstance]は機器本体のデバイスインスタンス ID を設定します。 

[AUTO]にチェックを入れると自動割り当てデバイスインスタンス ID を取得します。 

手動で設定する場合、[AUTO]のチェックを外し、数値を入力してください。 

 

④ [設定項目]の[Location]を設定します。 

[Location]は機器の所在を設定します。 

 

⑤ [設定項目]の[Description]を設定します。 

[Description]は機器の説明を設定します。 

 

⑥ [設定項目]の[UTCOffset]を設定します。 

[UTCOffset]は協定世界時(UTC)からの時刻の差を設定します。 

単位は分です。 

 

⑦ [設定項目]の[APDUTimeout]を設定します。 

[APDUTimeout]は BACnet通信の応答待ち時間を設定します。 

単位は msec です。 

 

⑧ [設定項目]の[NumberOfAPDURetries]を設定します。 

[NumberOfAPDURetries]は BACnet 通信のリトライ回数を設定します。 

 

⑨ [設定項目]の[MaxMaster]を設定します。 

[MaxMaster]は MS/TP ネットワーク上のマスターアドレス数を設定します。 
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⑩ [設定項目]の[MaxInfoFrames]を設定します。 

[MaxInfoFrames]は MS/TP 上で一回のトークン回覧時に送信可能なフレーム数を設定します。 

 

⑪  [設定項目]の[TusageTimeout]を設定します。 

[TusageTimeout]は MS/TP 上で一回のトークン回覧時のタイムアウト時間を設定します。 

 

⑫ [設定項目]の[NretryToken]を設定します。 

[NretryToken]は MS/TP上で一回のトークン回覧時のリトライ回数を設定します。 
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AO オブジェクトの設定 

① [オブジェクト選択]より[AO N]を選択します。N は設定したいチャンネルの番号です。 

 
画面 7.28  WRBI-AO8 AO オブジェクト画面 

 

② [設定項目]の[Units]を設定します。 

[Units]は出力のスケール後の値の単位を設定します。 

設定値はプルダウンメニューより選択します。 

BACnet規格に準拠した値を使用する場合は 0～236 を選択してください。 

[Other-units]を選択したときは、任意の数値を入力してください。 

 

③ [設定項目]の[Relinquish Default]を設定します。 

[Relinquish Default]は出力のデフォルト値を設定します。 

 

④ [設定項目]の[Restore Command Priority]を設定します。 

[Restore Command Priority]は Priority_Array(優先度配列)の配列数と一致する 16bit のフラグとなっ

ており、Priority_Array の内容を復電時に記憶するかどうかを設定します。 

チェックをいれた配列（複数選択可）の内容が記憶されます。 

設定値の 1 が配列インデックス 1(最高優先度)に相当し、16 が配列インデックス 16(最低優先度)に相

当します。 

 

⑤ [設定項目]の[Ignore Relinquish Default]を設定します。 

[Ignore Relinquish Default]は電源投入時の出力の有効/無効、および Priority_Array がすべて NULL

のとき、[Relinquish Default]で設定したデフォルト出力を行うかどうかを設定します。 

[OFF]のとき、起動時には復元した PriorityArray と RelinquishDefault を評価し、出力を行います。ま

た、Priority_Array がすべて NULL になったとき、[Relinquish Default]で設定した値を出力します。 

[ON]のとき、起動時には復元した PriorityArray と RelinquishDefault によらず、出力を行いません。ま

た Priority_Array がすべて NULL になったとき、[Relinquish Default]で設定した値に関わらず出力を維

持します。 
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⑥ [設定項目]の[Local Control]を設定します。 

[Local Control]は Priority_Array の配列インデックス 16 に対する指示を受け付けるかどうかを設定し

ます。 

[OFF]のとき、指示を受け付けます。 

[ON]のとき、指示を受け付けません。 

 

⑦ [設定項目]の[High Scale]を設定します。 

[High Scale]は計測範囲上限値に対する変換後の値を設定します。 

 

⑧ [設定項目]の[Low Scale]を設定します。 

[Low Scale]は計測範囲下限値に対する変換後の値を設定します。 

 

 

 

  
注意 

[設定項目]の[High Scale]、[Low Scale]は、BACnet 通信上では参照/設定することはできません。 

本ソフトウェア上で参照/設定してください。 
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 設定値書き込み 

設定の書き込み操作について説明します。 

設定値の書き込みは、機器接続後か設定ファイル参照後に実施できます。 

機器接続方法は『6. 接続』、設定ファイル参照は『7-1-3. 設定ファイル参照』をご参照ください。 

 

① [設定]タブの[設定値書き込み]ボタンをクリックしてください。 

 

 
画面 7.29 設定値書き込み 

 

② 書き込みが正常に完了すると完了メッセージが表示されます。 

エラーメッセージが表示された場合、接続機器情報の型式または通信設定を確認してください。 

                      
画面 7.30 設定値書き込み完了メッセージ 
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 設定値保存 

設定の保存操作について説明します。 

設定は CSV ファイルで保存されます。ファイルのフォーマットは『9. 設定ファイル』を参照してください。 

 

① [設定]タブの[ファイル保存]ボタンをクリックしてください。 

 

 
画面 7.31 設定値ファイル保存 

 

② [名前を付けて保存]ダイアログボックスが表示されるので、保存させたいフォルダとファイル名を指定後、 

[保存]ボタンをクリックしてください。 

              
画面 7.32 設定値ファイル保存ダイアログ 

 

  



8. モジュールのメンテナンス WRBI設定ツール 取扱説明書 
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8.  モジュールのメンテナンス 

 エラーログクリア 

接続されているモジュールのエラーログをクリアします。 

エラーログの内容は『10-3. エラーログ一覧』を参照してください。 

 

① [機器メンテナンス]タブの[メンテナンス]グループより、[エラーログクリア]にチェックを入れ、[実行]ボタンを

クリックしてください。 

 

 

 
画面 8.1 エラーログクリア 

 

② エラーログのクリア確認画面が表示されます。 

[はい]ボタンをクリックしてください。 

クリア後は、エラーログの再取得を行い、画面に状態が反映されます。 

                
画面 8.2 エラーログクリア確認画面 
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  67  IM-0908-02 

 

 工場出荷時設定 

接続されているモジュールを工場出荷時の設定に初期化します。 

 

① [機器メンテナンス]タブの[メンテナンス]グループより、[工場出荷時設定]にチェックを入れ、[実行]ボタンを

クリックしてください。 

 

 
画面 8.3 工場出荷時設定 

 

② 工場出荷時設定確認画面が表示されます。 

[はい]ボタンをクリックしてください。 

工場出荷時設定後は、機器接続処理を行い、接続機器情報／設定メンテナンス情報の各内容が表示され

ます。 

              
画面 8.4 工場出荷時設定確認画面 

 

機器接続処理に失敗した場合メッセージが表示されますので、手動で機器接続処理を実施してください。 

              
画面 8.5 手動機器接続画面  



8. モジュールのメンテナンス WRBI設定ツール 取扱説明書 
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 再起動 

接続されているモジュールを再起動します。 

 

① [機器メンテナンス]タブの[メンテナンス]グループより、[再起動]にチェックを入れ、[実行]ボタンをクリックし

てください。 

 

 
画面 8.6 再起動 

 

② 再起動確認画面が表示されます。 

[はい]ボタンをクリックしてください。 

再起動後は、機器接続処理を行い、接続機器情報／設定メンテナンス情報の各内容が表示されます。 

                  
画面 8.7 再起動確認画面 

 

機器接続処理に失敗した場合メッセージが表示されますので、手動で機器接続処理を実施してください。 

              
画面 8.8 手動機器接続画面  
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 模擬入出力 

モジュールの入出力状態を本ソフトウェアから模擬的に制御します。 

模擬入出力を本ソフトウェアから制御後にモジュールの電源を入り切りすると模擬入出力の状態が解除されま

す。 

 

注意 

1) 模擬入出力の制御はモジュールに接続したときのみ行えます。 

モジュールへの接続操作については、『6. 接続』を参照してください。 

 

2) 模擬入出力中に本ソフトウェアが意図しない形で終了してしまった場合や、接続が解除されてしまっ

た場合、模擬入出力状態が維持されてしまいます。 

模擬入出力中は、モジュールの POWERLED が点滅しますので、モジュールの電源を ON/OFF する

か、または再度接続操作を行い、模擬入出力の解除指示を行ってください。 

 

3) WRBI-DIO8R の模擬出力画面は、モジュールに設定されている状態で表示されるため、 

設定中の情報と異なる可能性があります。 

 

4) 模擬入出力は、実行後に解除操作を行う必要があります。模擬入出力中は、BACnet 通信の入出力

指示が反映されない為、必ず解除処理を忘れないようにしてください。 

 

 

 WRBI-DI16 の模擬入力 

[機器メンテナンス]タブの[入力模擬制御]グループより、模擬入力の確認および制御を行います。 

 

[現在値]欄は入力状態を表示します。 

[現在値更新]ボタンをクリックすると、モジュールより現在値の状態を取得し、表示を更新します。 

 

 

 
画面 8.9 WRBI-DI16 現在値更新 

  



8. モジュールのメンテナンス WRBI設定ツール 取扱説明書 
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[指示内容]欄のプルダウンメニューにより、模擬制御したい内容を選択し、[実行]ボタンをクリックすると、モ

ジュールの入力状態を模擬制御します。 

[指示内容]のプルダウンメニューは下記となります。 

 

表 8.1 指示内容 

指示内容 

ON入力/OFF 入力※1 

※１指定した ON、または OFF の状態を維持します。 

 

 
画面 8.10  WRBI-DI16 模擬入力実行 

  

注意 

模擬入力で OFF 入力を実行中は、模擬入力解除状態ではありません。 

使用後は解除を行ってください。 

 



8. モジュールのメンテナンス WRBI設定ツール 取扱説明書 
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[解除]欄の[解除]ボタンは、模擬制御中の CH のみ使用可能です。 

[一括解除]ボタンは、いずれかの CHで模擬制御中の場合使用可能です。 

[解除]、または[一括解除]クリックすると、模擬制御を CH 毎／全 CH 解除します 

 

 
画面 8.11  WRBI-DI16 模擬入力解除 

 

  



8. モジュールのメンテナンス WRBI設定ツール 取扱説明書 
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 WRBI-DIO8R の模擬入出力 

[機器メンテナンス]タブの[入出力模擬制御]グループより、模擬入出力の確認および制御を行います。 

 

[現在値]欄は入出力状態を表示します。 

[現在値更新]ボタンをクリックすると、モジュールより現在値の状態を取得し、表示を更新します。 

 

 
画面 8.12  WRBI-DIO8R 現在値更新 
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[指示内容]欄のプルダウンメニューにより、模擬制御したい内容を選択し、[実行]ボタンをクリックすると、 

モジュールの入出力状態を模擬制御します。 

[指示内容]のプルダウンメニューは下記となります。 

 

表 8.2 指示内容 

入出力 Output Mode Time Of One shot  指示内容 

入力   ON入力/OFF 入力※1 

出力 
DO 

0 ON出力/OFF 出力※1 

0 以外 ワンショット出力※2 

RUN/STOP - ワンショット出力※2 

※１指定した ON、または OFF の状態を維持します。 

※２設定で指定したワンショット出力時間分 ON します。 

 

 
画面 8.13  WRBI-DIO8R 模擬入出力実行 

 

  

注意 

1) 模擬入出力で OFF 入出力を実行中は、模擬入出力解除状態ではありません。 

使用後は解除を行ってください。 

 

2) 模擬出力でワンショット出力時間後は、模擬出力解除状態ではありません。 

使用後は解除を行ってください。 
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[解除]欄の[解除]ボタンは、模擬制御中の CH のみ使用可能です。 

[一括解除]ボタンは、いずれかの CHで模擬制御中の場合使用可能です。 

[解除]、または[一括解除]クリックすると、模擬制御を CH 毎／全 CH 解除します 

 

 
画面 8.14  WRBI-DIO8R 模擬入出力解除 

 

  



8. モジュールのメンテナンス WRBI設定ツール 取扱説明書 
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 WRBI-DIO8V の模擬入出力 

[機器メンテナンス]タブの[入出力模擬制御]グループより、模擬入出力の確認および制御を行います。 

 

[現在値]欄は入出力状態を表示します。 

[現在値更新]ボタンをクリックすると、モジュールより現在値の状態を取得し、表示を更新します。 

 

 

 
画面 8.15 WRBI-DIO8V 現在値取得 
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[指示内容]欄のプルダウンメニューにより、模擬制御したい内容を選択し、[実行]ボタンをクリックすると、モ

ジュールの入出力状態を模擬制御します。 

WRBI-DIO8V の出力はいずれか 1 つのチャンネル毎の ON制御となります。 

[指示内容]のプルダウンメニューは下記となります。 

 

表 8.3 指示内容 

入出力 指示内容 

入力 ON入力/OFF 入力※1 

出力 ワンショット出力※2 

※１指定した ON、または OFF の状態を維持します。 

※２設定で指定したワンショット出力時間分 ON します。 

 

 

 
画面 8.16 WRBI-DIO8V 模擬入出力実行 

 

  

注意 

1) 模擬入力で OFF 入力を実行中は、模擬入力解除状態ではありません。 

使用後は解除を行ってください。 

 

2) 模擬出力でワンショット出力時間後は、模擬出力解除状態ではありません。 

使用後は解除を行ってください。 

 



8. モジュールのメンテナンス WRBI設定ツール 取扱説明書 
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解除]欄の[解除]ボタンは、模擬制御中の CHのみ使用可能です。 

[一括解除]ボタンは、いずれかの CHで模擬制御中の場合使用可能です。 

[解除]、または[一括解除]クリックすると、模擬制御を CH 毎／全 CH 解除します 

 

 
画面 8.17 WRBI-DIO8V 模擬入出力解除 
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 WRBI-AI8 の模擬入力 

[機器メンテナンス]タブの[入出力模擬制御]グループより、模擬入力の確認および制御を行います。 

[現在値]欄は入力値を表示します。 

[現在値更新]ボタンをクリックすると、モジュールより現在値を取得し、表示を更新します。 

 

 
画面 8.18 WRBI-AI8 現在値取得 

 

  



8. モジュールのメンテナンス WRBI設定ツール 取扱説明書 
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[指示内容]欄のプルダウンメニューにより、模擬制御したい内容を選択し、[実行]ボタンをクリックすると、モ

ジュールの入力値を模擬制御します。 

[指示内容]のプルダウンメニューは下記となります。 

 

表 8.4 指示内容 

指示内容 

0％/25％/50％/75％/100％※1 

※１指定した入力％の状態を維持します。 

 

 

 
画面 8.19 WRBI-AI8 模擬入力実行 

  

注意 

模擬入力で 0%を指定した状態は、模擬入力無効状態ではありません。 

使用後は解除を行ってください。 



8. モジュールのメンテナンス WRBI設定ツール 取扱説明書 
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 [解除]欄の[解除]ボタンは、模擬制御中の CH のみ使用可能です。 

[一括解除]ボタンは、いずれかの CHで模擬制御中の場合使用可能です。 

[解除]、または[一括解除]クリックすると、模擬制御を CH 毎／全 CH 解除します 

 

 
画面 8.20 WRBI-AI8 模擬入力解除 

 

 

  



8. モジュールのメンテナンス WRBI設定ツール 取扱説明書 
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 WRBI-RI8 の模擬入力 

[機器メンテナンス]タブの[入力模擬制御]グループより、模擬入力の確認および制御を行います。 

 

[現在値]欄は入力値を表示します。 

[現在値更新]ボタンをクリックすると、モジュールより現在値を取得し、表示を更新します。 

 

 

 
画面 8.21 WRBI-RI8 現在値取得 
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[指示内容]欄のプルダウンメニューにより、模擬制御したい内容を選択し、[実行]ボタンをクリックすると、モ

ジュールの入力値を模擬制御します。 

[指示内容]のプルダウンメニューは下記となります。 

 

表 8.5 指示内容 

指示内容 

-50℃/0℃/50℃/100℃/150℃/200℃※1 

※１指定した入力温度の状態を維持します。 

 

 

 
画面 8. 8.22 WRBI-RI8 模擬入力実行 

 

[解除]欄の[解除]ボタンは、模擬制御中の CH のみ使用可能です。 

[一括解除]ボタンは、いずれかの CHで模擬制御中の場合使用可能です。 

[解除]、または[一括解除]クリックすると、模擬制御を CH 毎／全 CH 解除します 

注意 

模擬入力で 0℃を指定した状態は、模擬入力無効状態ではありません。 

使用後は解除を行ってください。 
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画面 8.23 WRBI-RI8 模擬入力解除 
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 WRBI-MAI8 の模擬入力 

[機器メンテナンス]タブの[入力模擬制御]グループより、模擬入力の確認および制御を行います。 

 

[現在値]欄は入力値を表示します。 

[現在値更新]ボタンをクリックすると、モジュールより現在値を取得し、表示を更新します。 

 

 

 
画面 8.24 WRBI-MAI8 現在値更新 

 

  



8. モジュールのメンテナンス WRBI設定ツール 取扱説明書 
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[指示内容]欄のプルダウンメニューにより、模擬制御したい内容を選択し、[実行]ボタンをクリックすると、モ

ジュールの入力値を模擬制御します。 

[指示内容]のプルダウンメニューは下記となります。 

 

表 8.6 指示内容 

入力 指示内容 

アナログ入力 0％/25％/50％/75％/100％※1 

測温抵抗体入力 -50℃/0℃/50℃/100℃/150℃/200℃※2 

※１指定した入力％の状態を維持します。 

※２指定した入力温度の状態を維持します。 

  

 
画面 8.25 WRBI-MAI8 模擬入力実行 

  

注意 

模擬入力で 0%、または 0℃を指定した状態は、模擬入力無効状態ではありません。 

使用後は解除を行ってください。 

 



8. モジュールのメンテナンス WRBI設定ツール 取扱説明書 
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[解除]欄の[解除]ボタンは、模擬制御中の CH のみ使用可能です。 

[一括解除]ボタンは、いずれかの CHで模擬制御中の場合使用可能です。 

[解除]、または[一括解除]クリックすると、模擬制御を CH 毎／全 CH 解除します 

 

 

 
画面 8.26 WRBI-MAI8 模擬入力解除 

 

  



8. モジュールのメンテナンス WRBI設定ツール 取扱説明書 
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 WRBI-AO4 の模擬出力 

[機器メンテナンス]タブの[入出力模擬制御]グループより、模擬出力の確認および制御を行います。 

[現在値]欄は出力値を表示します。 

[現在値更新]ボタンをクリックすると、モジュールより現在値を取得し、表示を更新します。 

 

 

 
画面 8.27 WRBI-AO4 現在値更新 

 

  



8. モジュールのメンテナンス WRBI設定ツール 取扱説明書 
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[指示内容]欄のプルダウンメニューにより、模擬制御したい内容を選択し、[実行]ボタンをクリックすると、モ

ジュールの出力値を模擬制御します。 

[指示内容]のプルダウンメニューは下記となります。 

 

表 8.7 指示内容 

指示内容 

0％/25％/50％/75％/100％※1 

※１ 指定した出力％の状態を維持します。 

 

 

 
画面 8.28 WRBI-AO4 模擬出力実行 

 

  

注意 

模擬出力で 0%を指定した状態は、模擬出力無効状態ではありません。 

使用後は解除を行ってください。 



8. モジュールのメンテナンス WRBI設定ツール 取扱説明書 
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[解除]欄の[解除]ボタンは、模擬制御中の CH のみ使用可能です。 

[一括解除]ボタンは、いずれかの CHで模擬制御中の場合使用可能です。 

[解除]、または[一括解除]クリックすると、模擬制御を CH 毎／全 CH 解除します 

 

 

 
画面 8.29 WRBI-AO4 模擬出力解除 

 

  



8. モジュールのメンテナンス WRBI設定ツール 取扱説明書 

 
 

 
  90  IM-0908-02 

 WRBI-AO8 の模擬出力 

[機器メンテナンス]タブの[出力模擬制御]グループより、模擬出力の確認および制御を行います。 

[現在値]欄は出力値を表示します。 

[現在値更新]ボタンをクリックすると、モジュールより現在値を取得し、表示を更新します。 

 

 

 
画面 8.30 WRBI-AO8 現在値更新 

 

  



8. モジュールのメンテナンス WRBI設定ツール 取扱説明書 
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[指示内容]欄のプルダウンメニューにより、模擬制御したい内容を選択し、[実行]ボタンをクリックすると、モ

ジュールの出力値を模擬制御します。 

[指示内容]のプルダウンメニューは下記となります。 

 

表 8.8 指示内容 

指示内容 

0％/25％/50％/75％/100％※1 

※１指定した出力％の状態を維持します。 

 

 

 
画面 8.31 WRBI-AO8 模擬出力実行 

 

  

注意 

模擬出力で 0%を指定した状態は、模擬出力無効状態ではありません。 

使用後は解除を行ってください。 



8. モジュールのメンテナンス WRBI設定ツール 取扱説明書 
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[解除]欄の[解除]ボタンは、模擬制御中の CH のみ使用可能です。 

[一括解除]ボタンは、いずれかの CHで模擬制御中の場合使用可能です。 

[解除]、または[一括解除]クリックすると、模擬制御を CH 毎／全 CH 解除します 

 

 
画面 8.32 WRBI-AO8 模擬出力解除 
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 ゼロスパン調整 

ゼロ調整、スパン調整はモジュールの経年劣化等の要因で正しく計測できない場合に本画面で各調整値を設

定し、適正な計測ができるようにする機能です。 

現在値とゼロ調整値、スパン調整値の関係は下記の式となります。 

現在値 = (計測値 ＋ ゼロ調整値) × スパン調整値 

 

 WRBI-AI8 のゼロスパン調整 

[ゼロスパン調整]タブの[現在値更新]ボタンをクリックすると、モジュールより現在値を取得し、表示を更新

します。 

 

 

 
画面 8.33 WRBI-AI8 現在値更新 

 

注意  
ローカットが有効になっている場合、現在値がローカット未満のとき、現在値はスケール最小値の値で表示さ

れます。 

ゼロ調整を行う際はご注意ください。 
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① ゼロ調整値をチャンネル毎に±99999.9999 の範囲で入力します。 

② スパン調整値をチャンネル毎に 0.0000～9.9995 の範囲にて 0.0005 刻みで入力します。 

③ [実行]ボタンをクリックします。 

 

 

 
画面 8.34 WRBI-AI8 ゼロスパン調整実行 
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 WRBI-RI8 のゼロスパン調整 

[ゼロスパン調整]タブの[現在値更新]ボタンをクリックすると、モジュールより現在値を取得し、表示を更新

します。 

 

 
画面 8.35 WRBI-RI8 現在値更新 

 

① ゼロ調整値をチャンネル毎に±99999.9999 の範囲で入力します。 

② スパン調整値をチャンネル毎に 0.0000～9.9995 の範囲にて 0.0005 刻みで入力します。 

③ [実行]ボタンをクリックします。 

 

 
画面 8.36 WRBI-RI8 ゼロスパン調整  
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 WRBI-MAI8 のゼロスパン調整 

[ゼロスパン調整]タブの[現在値更新]ボタンをクリックすると、モジュールより現在値を取得し、表示を更新

します。 

 

 

 
画面 8.37 WRBI-MAI8 現在値更新 

 

注意  
アナログ入力では、ローカットが有効になっている場合、現在値がローカット未満のとき、現在値はスケール

最小値の値で表示されます。 

ゼロ調整を行う際はご注意ください。 
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① ゼロ調整値をチャンネル毎に±99999.9999 の範囲で入力します。 

② スパン調整値をチャンネル毎に 0.0000～9.9995 の範囲にて 0.0005 刻みで入力します。 

③ [実行]ボタンをクリックします。 

 

 

 
画面 8.38 WRBI-MAI8 ゼロスパン調整実行 
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 WRBI-AO4 のゼロスパン調整 

[ゼロスパン調整]タブの[現在値更新]ボタンをクリックすると、モジュールより現在値を取得し、表示を更新

します。 

 

 
画面 8.39 WRBI-AO4 現在値取得 

 

注意  
アナログ出力では、ゼロスパン調整後の値は現在値の表示に反映されません。 

ゼロスパン調整を行う際は、現在値は出力先の機器側にてご確認ください。 
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① ゼロ調整値をチャンネル毎に±99999.9999 の範囲で入力します。 

② スパン調整値をチャンネル毎に 0.0000～9.9995 の範囲にて 0.0005 刻みで入力します。 

③ [実行]ボタンをクリックします。 

 

 
画面 8.40 WRBI-AO4 ゼロスパン調整 
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 WRBI-AO8 のゼロスパン調整 

[ゼロスパン調整]タブの[現在値更新]ボタンをクリックすると、モジュールより現在値を取得し、表示を更新

します。 

 

 
画面 8.41 WRBI-AO8 現在値取得 

 

注意  
アナログ出力では、ゼロスパン調整後の値は現在値の表示に反映されません。 

ゼロスパン調整を行う際は、現在値は出力先の機器側にてご確認ください。 
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① ゼロ調整値をチャンネル毎に±99999.9999 の範囲で入力します。 

② スパン調整値をチャンネル毎に 0.0000～9.9995 の範囲にて 0.0005 刻みで入力します。 

③ [実行]ボタンをクリックします。 

 

 
画面 8.42 WRBI-AO8 ゼロスパン調整実行 
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9.  設定ファイル 

本ソフトウェアで読み書きできる設定ファイルのフォーマットについて説明します。 

ファイルは CSV 形式で、文字コードは Shift-JIS です。 

1 行目は製品情報、2 行目は PropertyID となっており、1 行目、2 行目の先頭フィールドの先頭文字は「#」なり

ます。 

3 行目以降は型式別のプロパティなります。 

改行コードは CR+LF（0x0d＋0x0a）を使用します。 

 

 製品情報 

製品情報は Device Config オブジェクトの各設定値を格納する。 

先頭フィールドの先頭文字は「#」とする。 

表 9.1 製品情報 

列番号 フィールド内容 

1 Model 

2 DeviceInstance 

3 Description 

4 Location 

5 UTCOffset 

6 APDUTimeout 

7 NumberOfAPDURetries 

8 MaxMaster 

9 MaxInfoFrames 

10 TusageTimeout 

11 NretryToken 

12 OutputMode 1ch/2ch ※1 

13 OutputMode 3ch/4ch ※1 

14 OutputMode 5ch/6ch ※1 

15 OutputMode 7ch/8ch ※1 

16～52 空欄 

※1：WRBI-DIO8R 以外では空欄 

 

 PropertyID 

PropertyID は各番号を格納する。 

先頭フィールドの先頭文字は「#」とする。 

表 9.2 PropertyID 

列番号 プロパティ PropertyID 

1 オブジェクト識別子 75 

2 オブジェクト名 77 

3 オブジェクトタイプ 79 

4 インスタンス No -1 

5 単位 117 

6 最大現在値 65-1 

7 最小現在値 69 

8 通告タイプ 72 

9 上限 45 

10 下限 59 

11 不活性テキスト 46 

12 活性テキスト 4 

13 極性 84 
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列番号 プロパティ PropertyID 

14 ファイルタイプ 43 

15 ファイルサイズ 42 

16 状態数 74 

17 状態テキスト 1 110-1 

18 状態テキスト 2 110-2 

19 状態テキスト 3 110-3 

20 状態テキスト 4 110-4 

21 状態テキスト 5 110-5 

22 状態テキスト 6 110-6 

23 状態テキスト 7 110-7 

24 状態テキスト 8 110-8 

25 状態テキスト 9 110-9 

26 状態テキスト 10 110-10 

27 通告クラス 17 

28 ログデバイスオブジェクト 1 132-1 

29 ログデバイスオブジェクト 2 132-2 

30 ログデバイスオブジェクト 3 132-3 

31 ログデバイスオブジェクト 4 132-4 

32 ログ間隔 134 

33 バッファサイズ 126 

34 最大現在値 65-2 

35 スケール 187 

36 関連オブジェクト 1 75-1 

37 関連オブジェクト 2 75-2 

38 メモ -2 

39 プリスケール乗算値 185-1 

40 プリスケール除算値 185-2 

41 最小 OFF 時間 66 

42 最小 ON時間 67 

43 デフォルト出力 104 

44 起動ディレイ 516 

45 管理番号 517 

46 優先度配列復元 721 

47 デフォルト出力無視 580 

48 ローカル制御 32608 

49 ワンショット時間 3001 

50 スケール最大値 -1001 

51 スケール最小値 -1002 

52 ローカット値 -1003 
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 型式別プロパティ一覧 

3 行目以降は、型式毎に存在するオブジェクトの設定値を格納します。 

該当しないプロパティは空欄となります。 

 

 WRBI-DI16 

3 行目から 18 行目は DI1～16 オブジェクトの設定値となります。 

表 9.3 DIオブジェクト 

列番号 プロパティ 設定値 

1 オブジェクト識別子 3行目：12582913 

… 

18 行目：12582928 

2 オブジェクト名 3 

3 オブジェクトタイプ 3行目：1 

… 

18 行目：16 

4～10 該当なし 空欄 

11 不活性テキスト 3行目：DI 1のInactive Text 

… 

18 行目：DI 16 の Inactive Text 

12 活性テキスト 3行目：DI 1のActive Text 

… 

18 行目：DI 16 の Active Text 

13 極性 3行目：DI 1のPolarity 

… 

18行目：DI 16のPolarity 

(0=Normal,1=Reverse) 

14～52 該当なし 空欄 

 

19 行目から 34 行目は DI1～16Accumlator オブジェクトの設定値となります。 

表 9.4 DI Accumlator オブジェクト 

列番号 プロパティ 設定値 

1 オブジェクト識別子 19行目：96468993 

… 

34 行目：96469008 

2 オブジェクト名 19行目：DI 1 Accumulator 

… 

34 行目：DI 16 Accumulator 

3 オブジェクトタイプ 23 

4 インスタンス No 19行目：1 

… 

34 行目：16 

5 単位 19行目：DI 1 AccumulatorのUnits 

… 

34行目：DI 16 AccumulatorのUnits 

(Unitsは設定値に対応する数値表現にして格納) 

6～33 該当なし 空欄 

34 最大現在値 19行目：DI 1 AccumulatorのMax Pres Value 

… 

34 行目：DI 16 Accumulator の Max Pres Value 

35 スケール 19行目：DI 1 AccumulatorのScale 

… 
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列番号 プロパティ 設定値 

34 行目：DI 16 Accumulator の Scale 

36～38 該当なし 空欄 

39 プリスケール乗算値 19行目：DI 1 AccumulatorのPrescale(multiplier) 

… 

34 行目：DI 16 Accumulator の Prescale(multiplier) 

40 プリスケール除算値 19行目：DI 1 AccumulatorのPrescale(Divider) 

… 

34 行目：DI 16 Accumulator の Prescale(Divider) 

41～52 該当なし 空欄 
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 WRBI-DIO8R 

3 行目から 10 行目は DI1～8 オブジェクトの設定値となります。 

表 9.5 DIオブジェクト 

列番号 プロパティ 設定値 

1 オブジェクト識別子 3行目：12582913 

… 

10 行目：12582920 

2 オブジェクト名 3行目：DI 1 

… 

10 行目：DI 8 

3 オブジェクトタイプ 3 

4 インスタンス No 3行目：1 

… 

10 行目：8 

5～10 該当なし 空欄 

11 不活性テキスト 3行目：DI 1のInactive Text 

… 

10 行目：DI 8 の Inactive Text 

12 活性テキスト 3行目：DI 1のActive Text 

… 

10 行目：DI 8 の Active Text 

13 極性 3行目：DI 1のPolarity 

… 

10行目：DI 8のPolarity 

(0=Normal,1=Reverse) 

14～52 該当なし 空欄 

 

11 行目から 16 行目は DO STATUS1～8 オブジェクトの設定値となります。 

表 9.6 DO STATUS オブジェクト 

列番号 プロパティ 設定値 

1 オブジェクト識別子 11行目：12582921 

… 

18 行目：12582928 

2 オブジェクト名 11行目：DO STATUS 1 

… 

18 行目：DO STATUS 8 

3 オブジェクトタイプ 3 

4 インスタンス No 11行目：９ 

… 

18 行目：16 

5～10 該当なし 空欄 

11 不活性テキスト 11行目：DO STATUS 1のInactive Text 

… 

18 行目：DO STATUS 8 の Inactive Text 

12 活性テキスト 11行目：DO STATUS 1のActive Text 

… 

18 行目：DO STATUS 8 の Active Text 

13 極性 11行目：DO STATUS 1のPolarity 

… 

18行目：DO STATUS 8のPolarity 

(0=Normal,1=Reverse) 
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列番号 プロパティ 設定値 

14～52 該当なし 空欄 

 

19 行目から 26 行目は DO～8 オブジェクトの設定値となります。 

ただし、OutputMode により、存在しない CHの行は作成されません。 

表 9.7 DO オブジェクト 

列番号 プロパティ 設定値 

1 オブジェクト識別子 19行目：16777217 

… 

26 行目：16777224 

2 オブジェクト名 19行目：DO 1 

… 

26 行目：DO 8 

3 オブジェクトタイプ 4 

4 インスタンス No 19行目：1 

… 

26 行目：8 

5～10 該当なし 空欄 

11 不活性テキスト 19行目：DO 1のInactive Text 

… 

26 行目：DO 8 の Inactive Text 

12 活性テキスト 19行目：DO 1のActive Text 

… 

26 行目：DO 8 の Active Text 

13 極性 19行目：DO 1のPolarity 

… 

26行目：DO 8のPolarity 

(0=Normal,1=Reverse) 

14～40 該当なし 空欄 

41 最小 OFF 時間 19行目：DO 1のMinimum Off Time 

… 

26 行目：DO 8 の Minimum Off Time 

42 最小 ON 時間 19行目：DO 1のMinimum On Time 

… 

26 行目：DO 8 の Minimum On Time 

43 デフォルト出力 19行目：DO 1のRelinquish Default 

… 

26行目：DO 8のRelinquish Default 

(0=OFF,1=ON) 

44 該当なし 空欄 

45 管理番号 19行目：DO 1のHed Controller 

… 

26 行目：DO 8 の Hed Controller 

46 優先度配列復元 19行目：DO 1のRestore Command Priority 

… 

26行目：DO 8のRestore Command Priority 

(設定値の bit換算、1=16bit目…16=1bit 目) 

47 デフォルト出力無視 19行目：DO 1のIgnore Relinquish Default 

… 

26行目：DO 8のIgnore Relinquish Default 

(0=OFF,1=ON) 

48 ローカル制御 19行目：DO 1のLocal Control 
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列番号 プロパティ 設定値 

… 

26行目：DO 8のLocal Control 

(0=OFF,1=ON) 

49 ワンショット時間 19行目：DO 1のTime Of One shot 

… 

26 行目：DO 8 の Time Of One shot 

50～52 該当なし 空欄 

 

27 行目から 30 行目は RUN/STOP1～4 オブジェクトの設定値となります。 

ただし、OutputMode により、存在しない CHの行は作成されません。 

表 9.8 RUN/STOP オブジェクト 

列番号 プロパティ 設定値 

1 オブジェクト識別子 27行目：16777225 

… 

30 行目：16777228 

2 オブジェクト名 27行目：RUN/STOP 1 

… 

30 行目：RUN/STOP 4 

3 オブジェクトタイプ 4 

4 インスタンス No 27行目：9 

… 

30 行目：12 

5～10 該当なし 空欄 

11 不活性テキスト 27行目：RUN/STOP 1のInactive Text 

… 

30 行目：RUN/STOP 4 の Inactive Text 

12 活性テキスト 27行目：RUN/STOP 1のActive Text 

… 

30 行目：RUN/STOP 4 の Active Text 

13 極性 27行目：RUN/STOP 1のPolarity 

… 

30行目：RUN/STOP 4のPolarity 

(0=Normal,1=Reverse) 

14～40 該当なし 空欄 

41 最小 OFF 時間 27行目：RUN/STOP 1のMinimum Off Time 

… 

30 行目：RUN/STOP 4 の Minimum Off Time 

42 最小 ON 時間 27行目：RUN/STOP 1のMinimum On Time 

… 

30 行目：RUN/STOP 4 の Minimum On Time 

43 デフォルト出力 27行目：RUN/STOP 1のRelinquish Default 

… 

30行目：RUN/STOP 4のRelinquish Default 

(0=OFF,1=ON) 

44 起動ディレイ 27行目：RUN/STOP 1のHeavy Equip Delay 

… 

30 行目：RUN/STOP 4 の Heavy Equip Delay 

45 管理番号 27行目：RUN/STOP 1のHed Controller 

… 

30 行目：RUN/STOP 4 の Hed Controller 
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列番号 プロパティ 設定値 

46 優先度配列復元 27行目：RUN/STOP 1のRestore Command 

Priority 

… 

30行目：RUN/STOP 4のRestore Command 

Priority 

(設定値の bit換算、1=16bit目…16=1bit 目) 

47 デフォルト出力無視 27行目：RUN/STOP 1のIgnore Relinquish Default 

… 

30行目：RUN/STOP 4のIgnore Relinquish Default 

(0=OFF,1=ON) 

48 ローカル制御 27行目：RUN/STOP 1のLocal Control 

… 

30行目：RUN/STOP 4のLocal Control 

(0=OFF,1=ON) 

49 ワンショット時間 27行目：RUN/STOP 1のTime Of One shot 

… 

30 行目：RUN/STOP 4 の Time Of One shot 

50～52 該当なし 空欄 

 

31 行目から 38 行目は DI 1～8 Accumlator オブジェクトの設定値となります。 

表 9.9 DI Accumlator オブジェクト 

列番号 プロパティ 設定値 

1 オブジェクト識別子 31行目：96468993 

… 

38 行目：96469000 

2 オブジェクト名 31行目：DI 1 Accumulator 

… 

38 行目：DI 8 Accumulator 

3 オブジェクトタイプ 23 

4 インスタンス No 31行目：1 

… 

38 行目：8 

5 単位 31行目：DI 1 AccumulatorのUnits 

… 

38行目：DI 8 AccumulatorのUnits 

(Unitsは設定値に対応する数値表現にして格納) 

6～33 該当なし 空欄 

34 最大現在値 31行目：DI 1 AccumulatorのMax Pres Value 

… 

38 行目：DI 8 Accumulator の Max Pres Value 

35 スケール 31行目：DI 1 AccumulatorのScale 

… 

38 行目：DI 8 Accumulator の Scale 

36～38 該当なし 空欄 

39 プリスケール乗算値 31行目：DI 1 AccumulatorのPrescale(multiplier) 

… 

38 行目：DI 8 Accumulator の Prescale(multiplier) 

40 プリスケール除算値 31行目：DI 1 AccumualtorのPrescale(Divider) 

… 

38 行目：DI 8 Accumulator の Prescale(Divider) 

41～52 該当なし 空欄 
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 WRBI-DIO8V 

3 行目から 10 行目は DI1～8 オブジェクトの設定値となります。 

表 9.10 DIオブジェクト 

列番号 プロパティ 設定値 

1 オブジェクト識別子 3行目：12582913 

… 

10 行目：12582920 

2 オブジェクト名 3行目：DI 1 

… 

10 行目：DI 8 

3 オブジェクトタイプ 3 

4 インスタンス No 3行目：1 

… 

10 行目：8 

5～10 該当なし 空欄 

11 不活性テキスト 3行目：DI 1のInactive Text 

… 

10 行目：DI 8 の Inactive Text 

12 活性テキスト 3行目：DI 1のActive Text 

… 

10 行目：DI 8 の Active Text 

13 極性 3行目：DI 1のPolarity 

… 

10行目：DI 8のPolarity 

(0=Normal,1=Reverse) 

14～52 該当なし 空欄 

 

11 行目から 16 行目は DO STATUS1～8 オブジェクトの設定値となります。 

表 9.11 DO STATUS オブジェクト 

列番号 プロパティ 設定値 

1 オブジェクト識別子 11行目：12582921 

… 

18 行目：12582928 

2 オブジェクト名 11行目：DO STATUS 1 

… 

18 行目：DO STATUS 8 

3 オブジェクトタイプ 3 

4 インスタンス No 11行目：９ 

… 

18 行目：16 

5～10 該当なし 空欄 

11 不活性テキスト 11行目：DO STATUS 1のInactive Text 

… 

18 行目：DO STATUS 8 の Inactive Text 

12 活性テキスト 11行目：DO STATUS 1のActive Text 

… 

18 行目：DO STATUS 8 の Active Text 

13 極性 11行目：DO STATUS 1のPolarity 

… 

18行目：DO STATUS 8のPolarity 

(0=Normal,1=Reverse) 
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列番号 プロパティ 設定値 

14～52 該当なし 空欄 

 

19 行目から 22 行目は RUN/STOP1～4 オブジェクトの設定値となります。 

表 9.12 RUN/STOP オブジェクト 

列番号 プロパティ 設定値 

1 オブジェクト識別子 19行目：16777217 

… 

22 行目：16777220 

2 オブジェクト名 19行目：RUN/STOP 1 

… 

22 行目：RUN/STOP 4 

3 オブジェクトタイプ 4 

4 インスタンス No 19行目：1 

… 

22 行目：4 

5～10 該当なし 空欄 

11 不活性テキスト 19行目：RUN/STOP 1のInactive Text 

… 

22 行目：RUN/STOP 4 の Inactive Text 

12 活性テキスト 19行目：RUN/STOP 1のActive Text 

… 

22 行目：RUN/STOP 4 の Active Text 

13 極性 19行目：RUN/STOP 1のPolarity 

… 

22行目：RUN/STOP 4のPolarity 

(0=Normal 固定) 

14～40 該当なし 空欄 

41 最小 OFF 時間 19行目：RUN/STOP 1のMinimum Off Time 

… 

22 行目：RUN/STOP 4 の Minimum Off Time 

42 最小 ON 時間 19行目：RUN/STOP 1のMinimum On Time 

… 

22 行目：RUN/STOP 4 の Minimum On Time 

43 デフォルト出力 19行目：RUN/STOP 1のRelinquish Default 

… 

22行目：RUN/STOP 4のRelinquish Default 

(0=OFF,1=ON) 

44 起動ディレイ 19行目：RUN/STOP 1のHeavy Equip Delay 

… 

22 行目：RUN/STOP 4 の Heavy Equip Delay 

45 管理番号 19行目：RUN/STOP 1のHed Controller 

… 

22 行目：RUN/STOP 4 の Hed Controller 

46 優先度配列復元 19行目：RUN/STOP 1のRestore Command 

Priority 

… 

22行目：RUN/STOP 4のRestore Command 

Priority 

(設定値の bit換算、1=16bit目…16=1bit 目) 

47 デフォルト出力無視 19行目：RUN/STOP 1のIgnore Relinquish Default 

… 
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列番号 プロパティ 設定値 

22行目：RUN/STOP 4のIgnore Relinquish Default 

(0=OFF,1=ON) 

48 ローカル制御 19行目：RUN/STOP 1のLocal Control 

… 

22行目：RUN/STOP 4のLocal Control 

(0=OFF,1=ON) 

49 ワンショット時間 19行目：RUN/STOP 1のTime Of One shot 

… 

22 行目：RUN/STOP 4 の Time Of One shot 

50～52 該当なし 空欄 

 

23 行目から 30 行目は DI 1～8 Accumlator オブジェクトの設定値となります。 

表 9.13 DI Accumlator オブジェクト 

列番号 プロパティ 設定値 

1 オブジェクト識別子 31行目：96468993 

… 

38 行目：96469000 

2 オブジェクト名 31行目：DI 1 Accumulator 

… 

38 行目：DI 8 Accumulator 

3 オブジェクトタイプ 23 

4 インスタンス No 31行目：1 

… 

38 行目：8 

5 単位 31行目：DI 1 AccumulatorのUnits 

… 

38行目：DI 8 AccumulatorのUnits 

(Unitsは設定値に対応する数値表現にして格納) 

6～33 該当なし 空欄 

34 最大現在値 31行目：DI 1 AccumulatorのMax Pres Value 

… 

38 行目：DI 8 Accumulator の Max Pres Value 

35 スケール 31行目：DI 1 AccumulatorのScale 

… 

38 行目：DI 8 Accumulator の Scale 

36～38 該当なし 空欄 

39 プリスケール乗算値 31行目：DI 1 AccumulatorのPrescale(multiplier) 

… 

38 行目：DI 8 Accumulator の Prescale(multiplier) 

40 プリスケール除算値 31行目：DI 1 AccumualtorのPrescale(Divider) 

… 

38 行目：DI 8 Accumulator の Prescale(Divider) 

41～52 該当なし 空欄 
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 WRBI-AI8 

3 行目から 10 行目は AI1～8 オブジェクトの設定値となります。 

表 9.14 AIオブジェクト 

列番号 プロパティ 設定値 

1 オブジェクト識別子 3行目：1 

… 

10 行目：8 

2 オブジェクト名 3行目：AI 1 

… 

10 行目：AI 8 

3 オブジェクトタイプ 0 

4 インスタンス No 3行目：1 

… 

10 行目：8 

5 単位 3行目：AI 1のUnits 

… 

10行目：AI 8のUnits 

(Unitsは設定値に対応する数値表現にして格納) 

6～49 該当なし 空欄 

50 スケール最大値 3行目：AI 1のHigh Scale 

… 

10 行目：AI 8 の High Scale 

51 スケール最小値 3行目：AI 1のLow Scale 

… 

10 行目：AI 8 の Low Scale 

52 ローカット値 3行目：AI 1のLow cut 

… 

10行目：AI 8のLow cut 

(OFF の場合、空欄で格納) 
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 WRBI-RI8 

3 行目から 10 行目は RI1～8 オブジェクトの設定値となります。 

表 9.15 RIオブジェクト 

列番号 プロパティ 設定値 

1 オブジェクト識別子 3行目：1 

… 

10 行目：8 

2 オブジェクト名 3行目：RI 1 

… 

10 行目：RI 8 

3 オブジェクトタイプ 0 

4 インスタンス No 3行目：1 

… 

10 行目：8 

5 単位 3行目：RI 1のUnits 

… 

10行目：RI 8のUnits 

(Unitsは設定値に対応する数値表現にして格納) 

6～52 該当なし 空欄 
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 WRBI-MAI8 

3 行目から 6 行目は AI1～4 オブジェクトの設定値となります。 

表 9.16 AIオブジェクト 

列番号 プロパティ 設定値 

1 オブジェクト識別子 3行目：1 

… 

6 行目：4 

2 オブジェクト名 3行目：AI 1 

… 

6 行目：AI 4 

3 オブジェクトタイプ 0 

4 インスタンス No 3行目：1 

… 

6 行目：4 

5 単位 3行目：AI 1のUnits 

… 

6行目：AI 4のUnits 

(Unitsは設定値に対応する数値表現にして格納) 

6～49 該当なし 空欄 

50 スケール最大値 3行目：AI 1のHigh Scale 

… 

6 行目：AI 4 の High Scale 

51 スケール最小値 3行目：AI 1のLow Scale 

… 

6 行目：AI 4 の Low Scale 

52 ローカット値 3行目：AI 1のLow cut 

… 

6行目：AI 4のLow cut 

(OFF の場合、空欄で格納) 

 

7 行目から 10 行目は RI1～4 オブジェクトの設定値となります。 

表 9.17 RIオブジェクト 

列番号 プロパティ 設定値 

1 オブジェクト識別子 7行目：5 

… 

10 行目：8 

2 オブジェクト名 7行目：RI 1 

… 

10 行目：RI 4 

3 オブジェクトタイプ 0 

4 インスタンス No 7行目：5 

… 

10 行目：8 

5 単位 7行目：RI 1のUnits 

… 

10行目：RI 4のUnits 

(Unitsは設定値に対応する数値表現にして格納) 

6～52 該当なし 空欄 
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 WRBI-AO4 

3 行目から 6 行目は AO1～4 オブジェクトの設定値となります。 

表 9.18 AO オブジェクト 

列番号 プロパティ 設定値 

1 オブジェクト識別子 3行目：4194305 

… 

6 行目：4194308 

2 オブジェクト名 3行目：AO 1 

… 

6 行目：AO 4 

3 オブジェクトタイプ 1 

4 インスタンス No 3行目：1 

… 

6 行目：4 

5 単位 3行目：AO 1のUnits 

… 

6行目：AO 4のUnits 

(Unitsは設定値に対応する数値表現にして格納) 

6～42 該当なし 空欄 

43 デフォルト出力 3行目：AO 1のRelinquish Default 

… 

6行目：AO 4のRelinquish Default 

44～45 該当なし 空欄 

46 優先度配列復元 3行目：AO 1のRestore Command Priority 

… 

6行目：AO 4のRestore Command Priority 

(設定値の bit換算、1=16bit目…16=1bit 目) 

47 デフォルト出力無視 3行目：AO 1のIgnore Relinquish Default 

… 

6行目：AO 4のIgnore Relinquish Default 

(0=OFF,1=ON) 

48 ローカル制御 3行目：AO 1のLocal Control 

… 

6行目：AO 4のLocal Control 

(0=OFF,1=ON) 

49 ワンショット時間 空欄 

50 スケール最大値 3行目：AO 1のHigh Scale 

… 

6 行目：AO 4 の High Scale 

51 スケール最小値 3行目：AO 1のLow Scale 

… 

6 行目：AO 4 の Low Scale 

52 該当なし 空欄 
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 WRBI-AO8 

3 行目から 10 行目は AO1～8 オブジェクトの設定値となります。 

表 9.19 AO オブジェクト 

列番号 プロパティ 設定値 

1 オブジェクト識別子 3行目：4194305 

… 

10 行目：4194312 

2 オブジェクト名 3行目：AO 1 

… 

10 行目：AO 8 

3 オブジェクトタイプ 1 

4 インスタンス No 3行目：1 

… 

10 行目：8 

5 単位 3行目：AO 1のUnits 

… 

10行目：AO 8のUnits 

(Unitsは設定値に対応する数値表現にして格納) 

6～42 該当なし 空欄 

43 デフォルト出力 3行目：AO 1のRelinquish Default 

… 

10行目：AO 8のRelinquish Default 

44～45 該当なし 空欄 

46 優先度配列復元 3行目：AO 1のRestore Command Priority 

… 

10行目：AO 8のRestore Command Priority 

(設定値の bit換算、1=16bit目…16=1bit 目) 

47 デフォルト出力無視 3行目：AO 1のIgnore Relinquish Default 

… 

10行目：AO 8のIgnore Relinquish Default 

(0=OFF,1=ON) 

48 ローカル制御 3行目：AO 1のLocal Control 

… 

10行目：AO 8のLocal Control 

(0=OFF,1=ON) 

49 ワンショット時間 空欄 

50 スケール最大値 3行目：AO 1のHigh Scale 

… 

10 行目：AO 8 の High Scale 

51 スケール最小値 3行目：AO 1のLow Scale 

… 

10 行目：AO 8 の Low Scale 

52 該当なし 空欄 
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 設定ファイルの閲覧方法 

 テキストエディタを使用する場合 

設定ファイルをテキストエディタで閲覧する際、文字列データは下記の様に取り扱います。 

・「カンマ(,)」または「ダブルクォーテーション(")」が存在する場合、該当データはダブルクォーテーション

「"”」で囲まれます。 

また、「ダブルクォーテーション(")」そのものをデータとして使用する場合は「"”」の様に二つ重ねて記載さ

れます。 

 例）「ABCD,E”FGH」は「”ABCD,E””FGH”」となります 

 

WRBI-AI8 をメモ帳で表示した場合は、下記の様になります。 

※Description データに「,」と「"」が存在 

 
画面 9.1 テキストエディタ画面 
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 EXCEL を使用する場合 

EXCEL で閲覧する場合、直接閲覧した場合、PropertyID が崩れて表示されてしまいます。 

下記手順にて実施してください。 

※説明は EXCEL2016 をベースとしております。 

  以前の EXCEL バージョンをご使用の場合、②から実施してください。 

 

①[ファイル]の[オプション]⇒[データ]で表示される画面内で、[レガシデータ インポート ウィザード表示] 

内にある「テキストから(レガシ)」にチェックします。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
画面 9.2 EXCEL 事前設定画面 
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②EXCEL2016 の場合：[データ]⇒[データの取得]⇒[従来のウィザード]⇒[テキストから(レガシ)]を 

クリックします。 

 
画面 9.3 参照画面表示画面 1 

 

  EXCEL2016 以前の場合：[データ]⇒[テキストファイル]をクリックします。 

 
画面 9.4 参照画面表示画面 2 

 

③テキストファイルのインポート画面で、閲覧するフォルダとファイルを指定します。 

 
画面 9.5 ファイル参照ダイアログ画面 
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④テキストファイルウィザード 1/3 で「カンマやタブなどの区切り文字によってフィールドごとに区切られた 

データ」にチェックがあることを確認し、[次へ]をクリックします。 

 
画面 9.6 テキストファイルウィザード 1 

 

 

⑤テキストファイルウィザード 2/3 で、区切り文字内で「カンマ」にチェックがあることを確認し[次へ]を 

クリックします。 

 
画面 9.7 テキストファイルウィザード 2 
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⑥テキストファイルウィザード 3/3 でデータのプレビュー画面の全カラムを選択後、「列のデータ形式」を 

[文字列]に選択し、完了ボタンをクリックします。 

 
画面 9.8 テキストファイルウィザード 3 

 

⑦データの取り込み画面が表示されたら[OK]をクリックします。 

         
画面 9.9 データ取り込み画面 
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⑧データが表示されますので、ご確認ください。 

 
画面 9.10 EXCEL 画面 
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10.  付録 

 ソフトウェアの削除とアップデート 

 ソフトウェアの削除 

ソフトウェアを削除する場合はフォルダごと削除してください。 

他のフォルダに専用ファイルなどを保存した場合、不要ならばそれらも削除してください。 

 

 ソフトウェアのアップデート 

本ソフトウェアは実行ファイル形式ですので、アップデートする際は古いフォルダを削除し、新しくフォルダを

作成します。 

保存したファイルがあるときは削除する前に、新しいフォルダに入れてください。 

新しいフォルダの中に、解凍したソフトウェアを入れてください。 

 

 ステータス一覧 

[接続機器情報]の[ステータス]で表示される内容は下記の通りです。 

・通常動作中 

・障害発生中 

[障害発生中]のまま改善されない場合は、弊社までお問い合わせください。 

 

 

 エラーログ一覧 

[接続機器情報]の[エラーログ]で表示されるエラーログは下表の通りです。 

下表のエラーログが大量に表示された場合、または復帰のログが表示されない状態が続いた場合は、弊社ま

でお問い合わせください。 

表 10.1 WRBIシリーズエラーログ一覧 

エラーログ 

CPU エラーXX 発生 CPU エラーXX 復帰 

デバイスエラーXX 発生 デバイスエラーXX 復帰 

不揮発メモリアクセスエラーXX 発生 不揮発メモリアクセスエラーXX 復帰 

不揮発メモリ読出しエラーXX 発生  

不揮発メモリ書込みエラーXX 発生 不揮発メモリ書込みエラーXX 復帰 

不揮発メモリリカバリエラーXX 発生  

不揮発メモリ SUM エラーXX 発生 不揮発メモリ SUM エラーXX 復帰 

  ※XX には機種により異なる数値が格納されます 

 

  



10. 付録 WRBI設定ツール 取扱説明書 

 
 

 
  125  IM-0908-02 

 

 出力モードについて 

WRBI-DIO8R では出力モードを選択することができます。 

以下に、出力モード別の動作について説明します。 

 

 汎用モード 

汎用モードの設定と動作の例を以下に示します。 

 

1) Polarity = NORMAL, Time Of Oneshot = 0 

 

Present Value                 
                 
                 

Output                 

 

 

2) Polarity = REVERSE, Time Of Oneshot = 0 

 

Present Value                 
                 
                 

Output                 

 

 

3) Polarity = NORMAL, Time Of Oneshot ≠ 0 

 

Present Value                
                
                

Output                

 

 

 

4) Polarity = REVERSE, Time Of Oneshot ≠ 0 

 
Present Value                 
                 
                 

Output                 

 

 

 

  

Close 

Open 

Active 
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Close 
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Close 
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 発停モード 

発停モードの設定と動作の例を以下に示します。 

 

1) Polarity = NORMAL 

 
Present Value               

               
               

Output (O 2n-1)               
               

Output (O 2n)               

 

 

 

2) Polarity = REVERSE 

 
Present Value               

               
               

Output (O 2n-1)               
               

Output (O 2n)               

 

 

 

 

 

 

  

TIME_OF_ONESHOT TIME_OF_ONESHOT 

Close 

Open 

Close 

Active 

Inactive 

Open 

Close 

Open 

Close 

Active 

Inactive 

Open 

TIME_OF_ONESHOT TIME_OF_ONESHOT 
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ご注意 本ソフトウェアおよび本取扱説明書の内容は、お断りなく変更する場合もありますのでご了承ください。 

 

 

http://www.watanabe-electric.co.jp/ 

本   社 〒150-0001 東京都渋谷区神宮前 6 丁目 16 番 19 号 

TEL 03-3400-6141(代) FAX 03-3409-3156 
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